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第１章 序論 

 
１．研究の動機 

（１） 地域学の注目 

地域学は、アメリカの経済学者ウォルター・アイサードによって 1950 年代に提唱され

た。アイサードは、地域学を「特定の地域について事象を分析・研究する地域科学」と定

義している 1)。近年、地域学は人文科学（考古学、歴史学、文学、言語学、文化人類学、

民俗学、民族学）、社会科学（環境学、地政学、地理学）及び自然科学（医学、生態学、地

学、地質学）を統合的、俯瞰的に再編成しようとする学問的営為とも定義づけられた 2)。 

また、地域学は「地域というフィールドを多様な学問領域から研究する面に加え、各地

域の住民自身がその地域を学んだり、さらには地域づくりに活かしたりするような流動

的・運動的な面を備えている」と評価されている 3)。 

このような地域学の可能性に注目し、研究・教育機関が拠点となって地域の課題解決や

発展に寄与できるよう、地域系学部を設置する大学が目立ってきている。また、行政にお

いても地域住民がシティアイデンティティを実感して共有できるよう、様々な取り組みが

行われているところである。 

（２） 木曽川学研究の意義 

地域学に関わる行政施策の一例として、ここに木曽川学研究を取り上げる。平成 13 年

（2001）の頃、全国では「平成の大合併」政策が進んでおり、岐阜県各務原市も例に漏れ

ず、当時の市長は合併構想を唱えた。政策には大義名分や根拠を示す必要があり、持ち出

された言葉が「木曽川流域」である。各務原市の南側は木曽川を挟んで愛知県犬山市、下

流域には合併候補の羽島郡川島町、岐南町、笠松町が接している。そこで、木曽川研究協

議会を二市三町（途中で川島町が各務原市へ編入合併、笠松町が新規参入）で組織し、市

役所内では異例となる「木曽川学研究所」という課が設けられた。 

木曽川学の狙いは、流域の自治体間で共有する歴史や文化を合同研究しながら、しかる

べき自治体の在り方、すなわち合併の有用性をアピールしようとするものであった。組織

体制は、行政が木曽川学研究協議会の事務局となり、学者（大学教授）が委員となって木

曽川学研究会を置いた。その下に考古学・歴史学部会、自然環境部会、民俗学・伝統文化

部会を配し、地域住民が参加して学者と一緒に野外活動を行った。また、セミナー・シン

ポジウム・企画展等を展開し、書籍『木曽川学研究』全 11 巻を刊行するなど多くの業績

を残した。 
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一連の合併政策は、羽島郡川島町のみ各務原市編入というかたちで終着した。そして、

市長の交代も重なり平成 25 年度で当研究協議会は解散した。木曽川学は、政策の手段と

して発足した地域学であったが、学問の姿勢としては面白く、行政の枠を越えた人文科学

を中心とする学際的な研究であったと評価できる。また、住民を巻き込んだ木曽川学の組

織的な取り組みは、生涯学習の視点からみた地域学の好例として取り上げられている 4)。 

（３） 地域学の視座と対象 

 地域学が、市民の学習や参画という生涯学習的な側面に結び付くという点は非常に注目

される。ただし、その根幹に置かれるべき学問的研究が重要である。また、アイサードの

提唱を踏まえると、木曽川学以上に広く学際的な視座から研究することが必要と考える。 

 一方、対象とする地域について、彼は「意味ある地域か諸地域のシステム（domain）」

としている。さらには「地域（region）は、物語能力（narrative competence）などによる

主体的アプローチによって日常生活圏域（living area）から共時的かつ通時的に一つの全

体として措定される地域（living sphere）にまで敷衍される」とする１)。木曽川学が研究対

象とした地域は、所詮、合併政策を睨んで主観的に設定されたものであった。地域学とし

て対象とすべき本来の地域は、別途、客観的な視点から再検討する必要がある。 

現在の各務原市域は、古代から近代初期まで各務郡と呼ばれた地域にほぼ一致している。

奈良県の正倉院に残された戸籍のなかに、大宝 2 年（702）の「御野國各牟郡中里大宝二

年戸籍」が認められる。各牟郡とは各務郡の前身で、その後も長く群域は変化しなかった

が、明治 30 年（1897）の郡合併で「稲葉郡」という非常に広域の自治体が編成されると、

各務郡という地域の枠組みは解体・吸収された。その後、郡内の旧町が離合集散して新市

を発足させようとする動きのなか、昭和 38 年（1963）に旧各務郡を復活させるがごとく

各務原市が誕生した。この流れは、住民意識のなかに潜在した強い故郷意識が、群域を消

失しても維持・回顧され、市制施行の折に再興に結びついと理解できる。 

政策的な括りに強い違和感を醸し出す地域単位には、住民レベルの血縁・地縁・利害関

係など、社会を形づくる固有の結びつきが出来上がっている。そのような、歴史的に形成

された人と土地の紐帯による社会的空間こそ、地域学の対象に相応しいものと考える。 

 

２．本論文の目的と構成 

長い時代を経て、強い紐帯で結ばれた各務原市域という単位は、地域学の対象に成り得

る十分な条件が揃っている。この歴史的な行政区に重なる地域単位は、当然のことながら

地形や地理等の土地環境の強い影響により成立したものと考えられる。その土地環境とし

て、市域の約 22％を構成する広大な各務原台地の存在が目立つ。この台地は、各務原とい
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う地名の由来にもなり、地域の歴史に強い影響を及ぼしてきた土地環境として注目されて

いる 5)6)。 

本論文は、各務原台地の地形的特質を詳細に分析し、古代から近代に至るまでの土地利

用や社会的背景と比較することを通して、台地の環境特性が土地利用の変遷に深く関わっ

てきたことを明らかにする。そして、地域学の手法を取り入れ、多様な学問領域、例えば

自然科学、社会科学、土木工学、環境工学など、学際的な視座から取り組んだ。 

 本論文の構成と流れは、以下のとおりである。 

 

 第 1章 序論  

（着眼点：地域学・木曽川学） 

 

 

 第 2章 各務原台地と鵜沼低位段丘    第 3章 各務原台地における切盛土工の歴史  

（着眼点：自然・気候・地質・地形・土壌）      （着眼点：考古・土木・地盤・測量） 

                    

 

 第 4章 各務原台地の特性と開発・防災史  

（着眼点：環境・分布・農業・産業・交通・防災） 

| 

 第 5章 各務ヶ原飛行場に始まる近代都市の成立過程  

（着眼点：歴史・地理・軍事施設・工業・都市・空襲） 

| 

 第６章 結論  

 

第１章では、木曽川学研究の評価と問題点に鑑み、地域学の視点から本研究の動機と目

的について説明した。 

第 2章では、各務原台地の地形的特徴について、既存のボーリングデータや古地図、市

道や砂利採取工事現場の調査など、身辺に存在する情報を整理して分析した。そして、台

地の形成過程について既往研究を検証しつつ、地形図や断面図を用いて新しい知見を提示

した。 
第 3章では、各務原台地をはじめ、低位段丘面、岩盤丘陵、木曽川など、地域の特徴的

な地形を活かした土地利用形態を、集落や古墳、山城、武家屋敷等の立地から分析すると
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ともに、それらの土木工法について、工程の復元や土量計算により土木工学的視点から分

析した。 

第４章では、古代から近代までの土地利用について、地形と遺跡分布の関係や変化を図

で視覚化し、その意味を防災や稲作農耕社会、環境資源、都市計画等に関連付けて分析す

る。また、人が災害と対峙し防災に取り組んだ考え方を、古代の災害遺跡や近世の防災遺

構の例から指摘する。 
第５章では、近代を迎え、不毛の地であった各務原台地が急速に開発されていった理由

を分析した。また、初期の飛行場設備や近代都市成立の過程について、新出の文献を含む

歴史資料を調査・整理して叙述した。 

第 6章では、各務原台地の環境特性が社会的背景の変化と共に土地利用の変遷に深く関

わり、地域固有の歴史を育みながら近代都市を成立させたと結論した。 

 

 

引用・参考文献 

                                                
1) Walter Isard 著,青木外志夫・西岡久雄 監訳,『地域科学入門 1』,大明堂,p.7,2000年. 
2) 樽本高壽・五島高資:“地域学概論”,自治医科大学医学部総合教育部門文学研究室. 

http://www.geocities.jp/haiku_square/chiikigaku.html, (参照 2015.9.26). 
3) 中元崇・久保田千雅子:「京都学のプラットフォームを築く」,『都市問題』,第 98 巻,第 1 号,p.68,2007 

年. 
4) 横山幸司:「生涯学習の視点から考える地域学の意義と今後の展望についての一考察」,pp.106-110,2014

年. 
5) 西村勝広：「各務原という地名」,『跡』,第 1号,濃尾各務原地名文化研究会,pp.4-7,2016年. 
6) 西村勝広：「続・各務原という地名」,『跡』,第３号,濃尾各務原地名文化研究会,pp.3-5,2018年. 
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第 2 章 各務原台地と鵜沼低位段丘 

 
１．はじめに 

本章では、各務原台地の地形的特徴について、既存のボーリングデータや古地図、市道

や砂利採取工事現場の調査など、身辺に存在する情報を収集・整理して分析する。そして、

台地の形成過程について既往研究を検証しつつ、地形図や断面図を駆使して新しい知見を

提示する。 

各務原台地とは、岐阜県各務原市に所在する河岸段丘の高位面である。各務原市の南部

は、木曽川を介して愛知県と接する（図 1）。市域は、広域に見ると濃尾平野の北東端に位

置する（図 2）。濃尾平野を形成した揖斐川、長良川、木曽川のうち、毎秒 169 m³という

他に比して 1.5～2倍の流水量を誇るのが木曽川である。本川は長野県木曽郡木祖村を水源

とし、木曽山系の渓谷地帯を蛇行しながら下るが、各務原市域で流路を一気に解放する。

そのため、中・下流域では大規模な沖積・浸食作用が働き、濃尾平野をはじめ諸地形の形

成を促した。その一つに、各務原台地という特徴的な地形が存在する。 

これまで、各務原台地は熱田海進の研究に関連して、伊勢湾からの視野で取り上げて論

考されることがあった。あるいは、1970 年代に市の東部で地下水汚染が発生すると、その

原因究明のために台地の土壌、地質、地下水などの調査が行政主導で行われ、多くの情報

が得られている 1)。その後、1980 年代には『各務原市史』2)の編纂によって各務原台地の

情報は整理され生い立ちが記述されたものの、既に 30 年以上の歳月が経過している。 

 

    
 図 1 各務原市の位置                        図 2 各務原台地と濃尾平野 
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２．各務原台地と美濃帯堆積岩類 

各務原台地は、比高 10m 前後の段丘崖

が一周する独立地形である。その規模は、

東西長 11km、南北長 4km、プラニメー

ターで計測した面積は 1,900ha で市域の

22％を占める。標高は、台地上の東端部

で 59ｍ、同じく西端部で 20ｍと傾斜を見

せる。南部には、この地形の形成に深く

関わった木曽川が流れる（図 3）。 

各務原市域を含む美濃地方の山稜や岩盤は、古生代や中生代のチャート・砂岩・泥岩な

どの堆積岩から成っている。チャートとは、放散虫や海綿動物などの殻や骨片が海底に堆

積してできた岩石で、二酸化ケイ素（SiO2）を主成分とする。これらは、かつて太平洋の

海底に沈殿堆積していたものであるが、海洋プレートの動きに伴い日本列島に接近して乗

 
図 3 美濃帯と各務原台地 （国土地理院基盤地図情報より） 

 
写真 1 褶曲したチャートの露頭（鵜沼宝積寺町） 
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り上げ、圧力や混合によって複合体（コンプレックス）を形成した。このような地質構造

を付加体といい、特に美濃地域の付加体は美濃帯堆積岩類と呼ばれる 3)。 

 付加体は、褶曲や破断によって各務原市北部に標高約 100～200ｍの屈曲した山稜（図 3

に表示）を形成し、一部では 40°以上という急勾配を見せる。これは、堆積岩の風化浸食

作用に対する抵抗力の違いによって山稜部（凸部）と鞍部（凹部）を交互に配列する組織

地形が発達したためである。すなわち、山稜部は硬質なチャート、鞍部は軟質な砂岩や泥

岩という堆積構造を反映したものである。写真 1は、木曽川の川原に露出したチャート層

である。褶曲により、層理面が垂直方向を向くこともある。 

美濃帯堆積岩類を構成する岩盤は、各務原台地の地下では深く埋没しているが、南端部

に沿っては標高 58～173ｍの独立丘陵として頭を突き出している。各務原台地の範囲で盆

状に沈降する岩盤は、その効能として地下水が滞留しやすく水源に恵まれた環境をもたら

している。また、後述するが、各務原台地の形成にも深く関わった。 

 

３．各務原台地の原形 

各務原台地の誕生は、熱田海進にまで遡る。この海進は、約 13 万年前に先の氷期が終

わり間氷期を迎えた時代に発生した。関東では、下末吉海進と呼ばれる。この時、海洋の

水位が上昇し、濃尾平野の内陸部まで海岸線が入り込んだ。海水面の変動のなか、ピーク

時で現状より 13ｍ前後の上昇があったと

する見解がある 4)。地図上で視覚化する

ために Flood Maps5)を利用すると、図 4

のとおりとなる。旧地形は考慮されない

が、現在と比較して熱田海進期における

海岸線のイメージがつかめる。海進のピ

ーク期には、各務原台地は旧伊勢湾に近

接し、木曽川の河口に位置していたこと

になる。河口付近には三角州が発達する

ため、それが各務原台地の原型になった

可能性が高い。 

各務原台地の地表面は、一見すると平

坦だが全体に傾斜し東高西低を示す 6)。

このことは、台地の原地形が木曽川の土

砂運搬・堆積作用によって造られたこと
 

図 4 海進時の海岸線と各務原台地（Flood Maps より） 
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を意味し、傾斜は河川勾配を反映したも

のである。木曽川の勾配が何に由来する

かといえば、西方の養老活断層へ向かっ

て地盤が下がるという濃尾傾動運動 7)の

説明が必要になるが、ここでは割愛する。

埼玉大学によって運用されるWeb地形断

面図メーカー8)を用いると、各務原台地の

東西断面は図 5 のとおり、東高西低の形

状を顕著に示す。 

熱田海進期に形成された各務原台地の原形は、愛知県側の犬山台地（犬山・小牧面）と

連なっていたと考えられる。現在は、木曽川本流の浸食によって両地域は分断された格好

になっているが、海進期の河床は現在より 20ｍほど高い。台地上の標高を対比してみると、

犬山城の少し上流部を中心として下流側に等高線が波紋のように繋がることが分かる。つ

まり、各務原台地と犬山台地は木曽川の開放口を頂部として、扇状に下降していく一体の

地形であった可能性が高い（図 6）。渓谷地帯の狭小な流路から解放された木曽川は、放射

 
図 6 標高から見た各務原台地と犬山台地の連続性 

 

図 5 各務原台地の横断面（西-東） 

            （標高値は 2 倍に強調 A・B 地点は図 6 を参照） 
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状に振れながら、上流から運んだ土砂を広域に堆積させたと説明できる。 

各務原台地の地表面を詳細に観察すると、所々に谷筋を認める。図 7 は、明治 24 年の

地図 9)に表された等高線から、台地上に残された谷地形を顕在化させたものである 10)。こ

の地図情報は、人工的な地形改変が少ない時代の貴重なデータである。この図から、台地

上を木曽川の流路が複数に分岐し、その間に三角州や中州が発達していたことを理解でき

る。台地の主体部分は砂である。その特徴については、浅海性の堆積物 11)とも説明されて

いるが、熱田海進期に木曽川河口に発達させた三角州の堆積砂層と言うべきであろう。 

 

４．各務原台地の地盤構成 

各務原台地の地表には、風性堆積した火山灰が有機土壌化した黒色土が覆う。黒ボクと

称され、漆黒を呈する。本来は無機質の火山灰のため黒くはないが、完新世に気候が温暖

化し植生が豊かになると有機土壌に姿を変えた。その直下には、有機化されなかった赤土

（ローム）が連続すると理解している。両層は各務原台地に限定して堆積したものではな

いため、その下位に位置する地層群が

各務原台地の主体部とみなされる。地

層群は、一部に礫を含んだ厚さ 10m前

後の砂層で、各務原層と呼ばれ熱田海

進期に堆積した熱田層上部に対比され

ている（写真 2）。 

以下に、既往研究による各務原台地

の特徴を整理する。『各務原市史』12)

 
図 7 美濃帯と各務原台地 

 
写真 2 鵜沼大伊木町の各務原層露頭（写真中全て） 
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によれば，各務原層は下部・中部・

上部の 3枚に分層されている。各務

原下部層は，水平層理をもつ浅海性

の堆積物でシルト及び細砂層から成

る。直径 10 ㎝程度の黄白色軽石を

包含する。濃尾第二礫層との層理に

は、黄白色の凝灰質シルト層が不整

合で覆う。これらのシルト及び細砂

は，熱田海進期に浅海底となった濃尾平野北縁地区に広く堆積したものとされる。 

各務原中部層は、下部層と不整合の堆積関係にある。台地東部では、下部層は全て浸食

されているという。西方に傾斜した斜層理がよく発達している。径 4 ㎝程度の花崗岩、安

山岩等から成る円礫を含む粗砂から成り、径 1～4㎝程度のオレンジ色の軽石を含む。 

各務原上部層は、中部層と整合関係にある。火山灰シルト、中粒・

細粒砂層から成る層厚 2～3ｍの砂層とされる。多量に包含されるとい

われるオレンジ軽石は、実際に切通しの断面に肉眼で確認することが

でき（写真 3）、広い氾濫原を曲流しながら堆積したと考えられる。 

軽石の実年代についてはフィッショントラック法により、下部層の

御岳第一浮石層（Pm-Ⅰ）が 7.3～9.5 万年前、上部層の御岳第三浮石

層（Pm-Ⅲ）が 6.6～6.8 万年前と測定されている 13)14)。 

各務原層の直下には、各務原台地の範囲に限定されず濃尾平野全域

を広く覆う礫層が存在する。その一つは濃尾第二礫層に相当するとさ

れ、リス氷期に堆積した砂礫層で固結している。花崗岩、安山岩、石

英斑岩の円礫で構成されるが、砂岩、チャートはほとんど見られず大

きさは不揃いである。鉄分に富み、礫の表面が酸化鉄によってコーテ

ィングされている場合が多い。また、酸化鉄帯が確認されている。 

濃尾第二礫層の下位には東海層群に比定される礫層が堆積してい

る。そして、最深部は古・中生代に由来する岩盤（美濃帯堆積岩類）

へ達する。先にも述べているが、この岩盤が地表へ露出し複雑に隆

起・褶曲・破断、若しくは風化・溶解して、岐阜城や犬山城が築かれ

た美濃（一部は尾張北部）の山々を形成している。岩盤の深度は一定

ではなく、鵜沼三ツ池町地内で地表下 87.6m（海抜－35.2ｍ）という

データが得られている（図 8）15)。 

 
図 8 各務台地の 

土層柱状図 

（鵜沼三ツ池町地内） 

 
写真 3 各務原上部層とオレンジ軽石（鵜沼大伊木町） 
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５．低位段丘面の形成 

熱田海進期に木曽川の

河口付近に堆積した砂層

群は、まだ各務原台地の

形状を成していない。熱

田海進の起きた間氷期か

ら次の氷期（ヴュルム氷

期）に入ると、海水面が

下がり海岸線は後退し始

める。約 21,000 年前の最

寒冷期に、伊勢湾の海水

面は現在と比較して約

100m 低い位置にあったといわれている 16)。海水面が下がることで川の上流と下流の高低

差は増し、それまで河口付近に位置した各務原地域は木曽川が勢いよく流れる通過点へと

変化していった。そのため、先の間氷期に堆積した各務原層を、今度は大きく浸食しなが

ら新しい河道を刻み込んでいき、犬山台地から切り離したと考えられる。 

この氷期に大きく浸食を受けた各務原台地は、外周の形状に大きな特徴が生じた。それ

は、入り江のような形をした地形が並ぶことである（図 9 中の破線）。この形状は、木曽

川の流れが台地を浸食した痕跡であると推定する。台地の南側では、入り江の間に伊木山、

大牧山、長根山、荒井山、矢熊山、西洞山、三井山といった独立丘陵が並ぶが、これらが

抵抗となって各務原層の完全な浸食を阻止し、各務原台地の特徴的な輪郭を形成すること

に繋がったと思わる（図 7）。先にも触れたとおり、美濃帯の岩盤は台地北部の山稜、例え

ば権現山から地下へ盆状に潜り、再び台地南端部に小丘陵として頭を出している。すなわ

ち、三井山・長根山・伊木山などの岩盤丘陵が、各務原層を抱きかかえるように保護し、

 
図 9 ヴュルム氷期の浸食箇所モデル図 

 
図 10 各務原台地の縦断面図（北-南） A・B 地点は図 9 参照 
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浸食に歯止めをかけたと説明すると分かりやすい（図 10）。 

台地の北西部については、長良川の浸食作用が考えられる。また、台地北部の各務山を

跨ぐ低位部（図 9中の細点線部）は、熱田海進期の三角州上を流れる一支流の痕跡か、あ

るいは氷期の浸食時代に木曽川が一時的に台地の北側（各務山を挟んだ南北）へ回り込ん

だ痕跡と考えられる。 

 

６．木曽川泥流堆積物 

各務原台地の形成期と特質を知るために、別

の火山性堆積物について触れる。木曽川泥流堆

積物とは、かつて、御岳山（3,067m）の東側

旧斜面に厚く堆積していた火山噴出物が大崩

落を起こし、木曽川の水に溶解して流れ下った

ものである（写真 4）。泥流は、急流の渓谷に

は堆積せず、八百津町・美濃加茂市・各務原市

の河岸段丘に乗り上げながら下流へ通過した。

その量は 10 億 m3とも言われ、各務原市鵜沼までの直線距離は 200km にもなる。泥流が

堆積した年代については、学習院大学の「C14年代測定ラボラトリー」が同層中の木幹を

測定したところ、約 27,000 年前という絶対年代が得られたこともあるが、その後、岐阜県

八百津町の木曽川泥流堆積物中の埋没樹木の C14 年代測定から 49,850±420y.B.P.という

数値が示された 17)。層位学的に見ると、本層は絶対年代を知るための鍵層である。 

泥流の岩石学的な特徴は、粗粒な岩片類や風化軽石状粒子が含まれ全体に分離が進んで

いないことである。基質（マトリックス）の部分は粘土質で、非晶質な部分が多い。言う

までもなく、輝石類や斑晶質等を多く含む火山岩的要素の強い堆積物である 18)。肉眼で見

ると、流域で巻き込んだチャート・砂岩・流紋岩等の砂利を多く含むほか、元位置から運

ばれる際に円礫化した大小の斜方輝石安山岩（オージャイト）などの火山礫が目立ってい

る。安山岩の表面は風化しているが、内部は黒褐色から黒灰色を呈する。多孔質で凹凸が

あり、径 0.5mm 以下の気泡が全体に認められる。また、粒径 0.5mm 前後で最大粒径約

1.0mmの白色の斑晶（長石類）が目立つ。以上が、既往研究による堆積物の概要となる。 

さて、この木曽川泥流堆積物は、木曽川流域の河岸段丘上に乗り上げて堆積を残してい

るが、各務原市域では台地の東端部のみに認められる。当層は、道路の切通し断面などで

観察されるほか、耕地で掘り起こされてブロック状に破砕したものが所々に認められる。

これらの分布調査に基づいて、木曽川泥流堆積物の被覆範囲を推定したものが図 11 であ

 

写真 4 木曽川泥流堆積物の露頭（鵜沼西町） 
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る。この図を見て明らかなとおり、木曽川泥流堆積物は各務原台地の段丘崖線に沿って一

定の幅で被覆している。すなわち、約 13 万年前の熱田海進によって堆積した各務原層は、

木曽川泥流が押し寄せた約 5万年前には浸食から逃れ、ほぼ現在の形状に安定していたと

いうことが証明される。以降も氷期は続くが、約 2.1 万年前に最寒冷期を迎えた時、木曽

川は河岸の即刻作用から河床の下刻作用に転じていたと考えられる。 

 

７．ボーリングデータの検証 

各務原市内の建築工事に伴って得られたボーリングデータ 19)から、各務原台地と鵜沼低

位段丘面の地層を対比し、浸食の範囲を検証したい。図 12 に、各務原台地を横断する形

で採取された①～⑤のデータを示す。 

台地上①～④の柱状図については、東高西低型の地表面と各層理面の様子を如実に示す。

⑤は、台地東部域に形成された鵜沼面と呼ばれる低位段丘のデータであるため、地表面は

一段低く層準も他とは異なる。 

Ⅰ層は、表層土である。人工的に改変された、若しくは盛られた部分である。 

Ⅱ層は、本来の自然堆積による表層土、すなわち腐植土から火山灰質の赤土までの範囲

を一括して捉えた部分である。考古学では、黒褐色土層、ローム層、そして両間の滲んだ

漸移層と分層している。これらは風性堆積層で、旧石器時代の生活面はローム層中に遺存

 
図 11 木曽川泥流堆積物の流路と段丘被覆範囲 
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※2・3 層は、低位段丘固有の層 

図 12 各務原台地のボーリング及びサンプリングの位置と柱状図 
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し、縄文時代の遺構は黒褐色土中からローム層中へ掘り込まれるのが通例である。 

Ⅲ層は、各務原層である。ボーリング技師は各務原層の 3分層を意識しなかったかもし

れないが、その分、客観的なデータとして評価できる。Ⅲ層は、柱状図では 2枚に分層さ

れ、ここではⅢ1層とⅢ2層とする。観察記事から、Ⅲ1層は暗色で粗砂、Ⅲ2層は比較的

に明色で中砂か細砂の傾向が看取される。共通点は砂層であることと、一部に礫・シルト・

軽石を含むことである。Ⅲ層は、より細分も可能だが広域に一様ではなさそうである。 

図 12 には、標準貫入試験による N 値も示した。柱状図と対比すると、新しい所見が得

られた。Ⅲ層中の N 値の変化は、Ⅲ1 層とⅢ2 層との層理付近で値が小さくなることが分

かる。この視点に立てば、③蘇原三柿野町のボーリングデータに両層の区別が確認されて

いないものの、N 値の変化から層理の見当を付けることができる。また、Ⅲ1 層中にも N

値が小さくなるか変化が緩くなる箇所が認められ、こうした変化点で、『各務原市史』で言

うところの上・中層の区別が出来るのかもしれない。層理面でN 値が低くなるのは、今の

ところ不整合などにより締りの連続性がないことに原因が考えられる。 

Ⅳ層は、暗赤褐色礫層で濃尾第二礫層に相当する。締りが強いことから、若い礫層では

ないことが知られる。含水量が多く、各務原台地の地下帯水層となっている。 

次に、⑤鵜沼南町における低位段丘（鵜沼面）のサンプリングデータを観察する。台地

上の①～④には現れない層準に、アラビア数字を用いて 2・3層と命名した。 

2 層は、台地上のⅡ層とは異なり下位の黄褐色土が砂質であるため、水性の二次堆積土

とみなされる。一部地域に限っては、風性堆積土が覆った地点も確認される。 

3 層は、灰白色礫層である。この段丘範囲ではヴュルム氷期の海面低下に伴い、木曽川

が各務原層の全てと濃尾第二礫層の上部を浸食して低位段丘を形成した。そして、代わり

に堆積させた若い礫

層が 3 層である。本

層を、濃尾第一礫層

に対比させる考え方

がある 20)。 

Ⅳ層（濃尾第二礫

層）は、台地下部か

ら連続する層位であ

る。上部が浸食を受

け、3 層とは不整合

を成す。  
図 13 高位段丘面（各務原台地）と低位段丘面の層序関係 
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８．砂利採取工事現場における土層観察 

本節では、低位段丘（鵜沼面）について詳細に触れる。この段丘では、砂利採取工事が

盛んに行われている（写真 5～7）。砂利採取工事は、文字どおり礫層の礫を建築資材とし

て採取する事業である。環境保全の規定により、対象範囲と 10ｍ以下の掘削深度が定めら

れている。各務原市内では、台地東部の河岸段丘（鵜沼低位面）に限定して許可されてお

り、およそ 3 社が年間で 6 件程の工事を行っている。その工事現場の掘削法面には地層情

報が現れ、絶好の観察機会が訪れる。表層部分では、埋蔵文化財の調査が行われる場合が

あるが、深層の調査や記録は行われていない。面での観察は、ボーリング調査という部分

的な調査とは比較にならないほど情報量が多い。また、施工業者から経験的な情報も得る

ことが出来た。これらの情報から、従来の地盤情報を補足するとともに疑義が生じた部分

もあるため以下に示す。 

得られた円礫は砕石され、建設資材として利用される。採取工事の後は、別の土砂によ

って埋め戻され現況が復旧される。現場は、約 10ｍの深度まで掘削される。しかし、採取

面積や砂利層の質、地下水位の事情で、その限りではないという。 

 

 

写真 5 砂利採取工事現場に露頭した礫層断面（事業者に許可を得て撮影） 
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  図 12 のなかに、低位段丘（鵜沼面）の柱状図

を掲載している。現場法面の礫層を観察すると、

地表下 4～6ｍの前後に明らかな層理が確認でき

る。上位は灰白色で締りの弱い礫層、下位は赤褐

色の締りある礫層である（写真 5）。下位の礫層

は、礫の大きさが均一化されていないほか、上方

に鉄分が帯状に集まった箇所が認められ、また全

体に礫が鉄分でコーティングされたように赤い。

両層の境は不整合を成し、堆積年代に明らかな時間の隔たりを感じさせる。これらの特徴

から、上層が 3 層（濃尾第一礫層）、下層がⅣ層（濃尾第二礫層）に対比できる。本来、

Ⅳ層上に堆積していたはずの各務原層は完全に浸食され、代わりに不整合で 3層が覆って

いることになる（図 13）。なお、最上部にはⅡ層（黒色土・黄褐色砂層）が普遍的に存在

し、先に見た⑤鵜沼南町のサンプリングデータと全く同様な層序を確認した。 

各柱状図の地表高が不揃いなのは、複数の埋没谷の影響による。段丘浸食の進行中、Ⅳ

層中に複数の網流路が谷筋を開削した。直後に灰白色礫層（3 層）が上面を被覆するが、

流路はある程度固定されていたようで谷地形は継承された。昭和 30 年代の土地改良を経

た今日も、これらの凹凸は均されてしまうことなく、現状でも痕跡がよく残っている。 

ここで、砂利採取工事の現場における木曽川泥流堆積物の在り方に注目する。低位段丘

（鵜沼面）には、上述の通り 3 層（濃尾第一礫層）が堆積しているが、この層中にも泥流

が確認される。稀にではあるが、長軸 20～60 ㎝に礫化して混入することがある（写真 6）。

この泥流礫は、上流域で堆積・凝固したものが粉砕して下流域の本層に混じったものであ

る。つまり、木曽川泥流の発生年代は、3層（濃尾第一礫層）の堆積中ということになる。 

なお、砂利採取工事中に泥流

礫が下位のⅣ層（濃尾第二礫層）

に確認されることはない（写真

7）。先述のとおり木曽川泥流堆

積物は、河岸段丘形成末期の所

産であるため、時代をさかのぼ

る濃尾第二礫層中には混入せ

ず、新しく堆積した濃尾第一礫

層中に依存するという事実は

理に適っている。 

 
写真 6 木曽川泥流堆積物の大礫 

 
写真 7 礫化した木曽川泥流堆積物の層位（楕円の範囲） 
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９．市道建設現場における土層観察 

2015 年に、各務原市鵜沼朝日町において市道鵜 36

号線の建設工事が行われた（図 14）。この道路建設は、

各務原台地の縁辺部を縦断したため段丘崖の土層情報

を観察する絶好の機会が訪れた。本市道は、比高 5m

の段差に最大 7％の勾配で設計されたため、側面には

地形の土層断面が露呈する。そこで、道路の掘削側面

がコンクリートブロックで覆われる前に工事現場へ出

向いて調査した。そして、道路側面の土層を粒子・色

調・密度・粘性などで分層、簡易的な測量と写真記録

を行った。 

本市道が建設される位置は、各務原台地南東の縁辺

部である（図 15）。入り江状に形成された段丘崖は、

南西の前渡低位段丘を囲んでいる。この低位段丘と高

位段丘、すなわち各務原台地と

の間に、一段のテラス状地形が

存在している（図 16）。この部

分は、野畑面と称され 21)、台

地の浸食過程で生じた中位の

段丘である。市道は、台地から

中位段丘を経由して低位段丘

へ降りるルートをとる。 

この機会に観察した土層断

面では、各務原台地の表土から

各務原層下部までを詳細に観

察することができ、各務原層の

様子を、改めて視覚的に検証す

ることができた（写真 8）。 

鵜 36 号線の建設現場におけ

る土地利用の現況は、次のとお

りであった。台地面は畑として

利用され、コンクリート擁壁を

 
図 14 市道鵜 36号線建設工事の規模                 

 
図 15 市道鵜 36 号線建設現場の位置 

 

 
図 16 市道鵜 36 号線周辺の地形 
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介して二段に整地されてい

る。また、その下位の傾斜面

に土盛して住宅が建築され

ている。低位面には、藪地が

広がっていた。 

36 号線の建設現場で確認

された土層は、7 種である

（図 17）。耕作土は、日常的

な耕起により攪拌された土

壌である。黒ボクは、本来の

地表面を覆う天然の黒色土

で、直下のローム層が有機土

壌化したものである。赤土

（ローム層）は、風性の火山

灰層である。各務原層は、各

務原台地の主体となる土層

で、色調的に上部の黄白色砂

質土と下部の灰色砂質土に

分けられる。両層とも同質だ

が、下部は還元作用によって

二次的にグライ化した状態と考えられる。これらの境界部、及び下部層中に、オレンジ色

の軽石が含まれている（写真 9）。これは、4 節などで触れた御嶽山由来の軽石である。各

務原層は、熱田層上部に併行する時代の堆積層と考えられているもので、下位へ同質の砂

層が連続し、やがて濃尾第二礫層に達すると推定される。 

図 17 を見て明らかなように、風性堆積した赤土（ローム層）は、浸食された段丘上を

一様に覆っている。したがって、赤土（ローム層）は段丘形成期以降に堆積した土層とい

 
図 17 市道鵜 36 号線ルートの切通し断面（簡易測量図） 

 
写真 8 土層調査の様子（白く見えるのは積雪） 

 

 

写真 9 各務原層とオレンジ軽石 
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うことになる。本層には、他の地点で旧石器時代の石器などが包含されることから、2 万

年前後に堆積したものであると理解される。段丘崖の直下には埋没谷が確認され、内部は

黒ボクが覆っていた。浸食時代に流れていた河川の痕跡であると考えられる。低位段丘面

では、比較的浅い位置に礫層が確認された。浸食された各務原層の上位を被覆することか

ら新しい礫層と判断され、野畑面という中位段丘の形成期に堆積したものであると説明で

きる。 

本市道の工事中、面白い事実に遭遇した。各務原層の大部分は締まりのある砂で構成さ

れるが、水分が浸透している。台地上の浅い井戸から水が沸き出るのは、この理由からで

あろう。道路の両側に分断された土層断面は、南側が先に乾燥することから、水分は北か

ら南へ自然に移動していることが理解された。 

以上、道路工事現場の土層観察によって、各務原台地を構成する土層に触れることがで

き、また、堆積と侵食の経緯を改めて検証することができた。 

 

１０．周辺の河岸段丘との対比 

濃尾平野北東部における各段丘の相対的な関係について整理すると、本章に関連する段

丘については、概ね図 18 のとおりとなる。これまでの研究によると、熱田海進期に堆積

した熱田面の熱田層上部が各務原面に対応するといわれる。その理由は、両層に御岳山起

源のオレンジ軽石が含まれていることである。熱田面では、ヴュルム氷期の最寒冷期に至

る浸食で大曽根面が形成されたが、この段丘面は北方の小牧面・犬山面に連続すると考え

られている。鳥居松面・鵜沼面等は、それより新しい段丘で、本論では構成する礫層は濃

尾第一礫層に対比させている。木曽川泥流堆積物は、犬山面の城下町付近で確認されてい

ることから、この直下が 5 万年前に固定される。諸説あるものの、基本的には以上のよう

な見解が今日に踏襲されていると伺える 22)。 

各務原台地に話を戻し、その浸食による段丘形成の過程を改めて復元する。各務原台地

と犬山台地は、熱田海進期には連続した三角州地形であったことは、既に触れた。氷期に

入り木曽川が浸食作用に転じると、河岸段丘を形成する（図 19）。鵜沼面と鳥居松面は、

各務原台地と犬山台地を分断した大規模な浸食によって形成された段丘である。各段丘崖

 
図 18 濃尾平野東部の縦断面検討モデル図 
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図 19 各務原台地周辺の低位段丘面 

 

 

図 20 犬山扇状地の形成 
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は、鵜沼面で 12ｍ前後、鳥居松面で 7.5～12.5ｍの段差を成す。両面の等高線を比較する

と、浸食時の流路に沿う連続した勾配として理解される。段丘崖のカーブを見る限り、木

曽川は上流の渓谷地帯から蛇行を繰り返し、両岸を浸食しながら一部は南下したと看取さ

れる。 

一方、各務原台地南部にも前渡面や三井面など、各務原層を浸食する低位段丘が入り江

のように連なる。鵜沼面と鳥居松面の形成期に、木曽川の流路が放射状に振れながら乱流

し、複数の段丘を発達させたと考えられる。 

犬山扇状地は、犬山城下を扇頂とする半径約 12km、面積約 100 平方キロメートルに達

する広大な範囲に及んでいる（図 20）。上述の前渡面や三井面、及び鳥居松面と 2.5～5ｍ

の段差を介する。粗大な砂礫層から構成され、扇状地の上には多くの放射状の旧流路痕を

残している。木曽川右岸（各務原市側）では、前渡東町・山脇町・松本町・上中屋町・上

戸町の集落が、同じ扇状地上に位置することになる。なお、大佐野町・小佐野町・成清町・

下中屋町・神置町など、扇状地の先端へ連続する地域には、自然堤防や氾濫平野が発達し、

今日に至っている。 

 

１１．まとめ 

本章において、各務原台地の形成過程と特徴を、自然・気候・地質・地形・土壌などに

着眼し、各種の地層情報を比較しながら分析した結果、次の結論を得た。 

(1) 熱田海進における海面上昇のピークは、13ｍ前後とする研究がある。この上昇値をシ

ミュレーションすると、各務原台地は海岸線に接する木曽川の河口に位置したことが確か

められた。従来、各務原台地を主に構成する砂層（各務原層）は浅海性の堆積物と言われ

ていたが、河口付近に発達した三角州に由来するという新見解を得た。 

(2) 各務原台地の地表面は傾斜して東高西低を成すが、この特徴は台地の原地形が木曽川

の土砂運搬・堆積作用によって形成されたことを意味し、傾斜が河川勾配を反映したもの

であるとする先学の研究を、複数の地層情報から確認した。さらに、明治期の地図を基に

台地上の谷地形を等高線から分析することで、下流へ向かって分岐した木曽川の旧流路を

明らかにし、複数の三角州や中州の痕跡を顕在化させることができた。 

(3) 各務原台地面の旧地形を示す等高線は、木曽川が渓谷地帯から解放される犬山城付近

を頂部として下流域へ扇状に展開することに注目し、対岸の犬山台地（犬山・小牧面）に

も視野を広げたところ、熱田海進期には両台地とも一体的な地形であったことを確認した。 
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(4) 氷期に入ると海水面の低下が始まり、木曽川の役割は堆積から浸食に転じたことは、

これまでにも論考されている。本論文では、各務原台地の南辺が複数の入り江状を呈する

ことについて、台地下位から突き出した美濃帯堆積岩類の不連続な独立丘陵群が、台地部

の完全な浸食を阻止した結果であると考えた。また、木曽川の側刻・下刻作用により、各

務原台地と犬山台地が切り離されたと推定した。 

(5) 木曽川に運搬された御嶽山起源の木曽川泥流堆積物は、各務原台地の東端部に確認さ

れることは知られていたが、その具体的な分布範囲を泥流層断片の分布調査や地形から明

確にした。また、泥流堆積物が成す層準が殆ど浸食されていないことに注目し、堆積年代

の頃には各務原台地の東端部崖線は、ほぼ現在の形状に安定していたことを指摘した。そ

の絶対年代は、泥流堆積物中に含まれた材の14C年代測定により、約5万年前と推定した。 

(6) 各務原台地及び周辺のボーリングデータの収集、砂利採取工事現場と市道建設現場の

土層断面観察によって、面的な土層情報を得た。その結果、先学で論考された各務原台地

の土層や礫層の堆積関係と一致した。また、台地東部の低位段丘面では各務原層の全てと

濃尾第二礫層の上部が浸食され、代わりに濃尾第一礫層が堆積した事実を確認した。 

(7) 県境をまたいで地形を分析することにより、犬山台地下段の鳥居松面と各務原台地南

部の低位段丘面群の同時期性が指摘でき、両台地の原形であった三角州地帯を木曽川が放

射状に乱流・浸食して両岸に同じ高さの低位段丘を形成していく過程を明らかにできた。 
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第 3 章 各務原台地における切盛土工の歴史 

１．はじめに 

前章では、各務原台地の形成過程や地形的特徴を自然科学的な観点で分析した。本章で

は、台地をはじめ低位段丘面、岩盤丘陵、木曽川など、地域の特徴的な地形を活かした土

地利用形態を、集落や古墳、山城、武家屋敷等の立地から分析するとともに、それらの土

木工法について、工程の復元や土量計算により土木工学的視点から分析する。 

日本における原始的な土木工事としては、竪穴住居や排水溝・貯蔵穴など、土を掘るこ

とで築いた地下構造物、古墳の墳丘や寺院堂塔の基壇・土塁など、土を盛ることで築いた

盛土構造物が代表的である。これらが地中に遺存している土地を、遺跡と呼ぶ。遺跡は、

土地開発に伴って年間で約８,000 件以上が記録保存のために発掘調査されている 1)。そこ

から得られる膨大な情報は、考古学のみならず土木史研究においても活用が期待される。 

近年、土木考古学という分野が提唱された 2)3)。考古学が、出土品の年代論や分布論、

型式論による政治史や経済史の研究に偏向するなか、甘粕健は古墳の事例を取り上げ「前

方後円墳は、日本人の祖先が最初に手がけた巨大な土木建造物」であるとし、「日本は後

の 7 世紀に中国の律令に倣う国家建設を目指すことになるが、大陸の土木建築技術の全面

的な受容を可能にした主体的条件は、巨大前方後円墳造営の経験である」と述べるなど、

土木史と考古学を結びつけた歴史見解を示した 4)。つまり、古墳の築造工法などを土木史

や土木技術的視点から研究し、当時の社会的背景、原動力、科学技術、知恵、施工組織、

労働力などを解明していく研究分野として成熟させようとしている 5)。 

各務原台地においても、

多くの遺跡や古墳が残さ

れており、発掘調査の事

例は増加している。その

成果に対して、従前の視

点のみではなく、土木考

古学的視点から新たに研

究していく必要がある 6)。

そこで、各務原市域にお

ける代表的な遺跡や古墳

を、研究事例として取り

上げた（図 1）。  
図 1 発掘調査された遺跡 
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２．遺跡に認められる切盛土工の痕跡 

（1） 最初の土木工事 

 日本における人類の歴史は、3 万 5 千年前から

始まった。この時代は旧石器時代と呼ばれ、氷河

期の最中で、かつ火山活動が活発な時代であった。

旧石器時代の遺跡では、厚く堆積した火山灰層の

中に石器製作や火気使用の痕跡が検出されてい

る。後者は礫群と呼ばれる遺構で、直径 10cm 前

後の礫を 10 数個から数百個集積させるものであ

る。図 2 は岐阜県岐阜市の寺田遺跡で検出された

礫群である 7)。この遺跡は、各務原台地から北西

部へ少し離れた低位段丘に位置する。礫群の用途

は、調理・暖房と考えられるが、地面を掘り込ん

だり土を盛り上げたりした痕跡は確認されない。礫という天然資材を用いた点は人工的で

あるが、土木工事による施設とは言い難い。礫群の直近には居住の場があったはずだが、

旧石器時代の遺跡においては明確な住居跡が確認されることもない。 

氷河期が終わる頃、日本は縄文時代を迎えた。気候の温暖化は食環境を豊かにし、人々

の定住を促進させた。定住によって耐久性のある住居が必要になり、考案されたのが竪穴

住居である。竪穴住居は、地面を円形や方形に掘り窪めて床とし、床からは柱を立てるた

めの穴（柱穴）がさらに掘り込まれる。また、床の中央にも穴を掘り、石で囲うなどして

炉が備えられた。上屋構造については、柱穴の配列や焼失住居の調査例から、円錐形の茅

葺であったと推定されており、今日では全国各地の

遺跡公園に復元されている。土を深く掘り下げて床

と壁を構えることにより外気温の影響を受けにく

く、積雪や風雨に対する建物強度も確保できたと思

われる。まさに、日本の風土から生まれた住居構造

である。 

この竪穴住居は、縄文時代のみならず弥生時代、

古墳時代、そして奈良・平安時代の一般住宅にも使

用され続けた。ただし、上屋構造は時代とともに変

化していった可能性がある。ここで、竪穴住居の床

構造について岐阜県各務原市の炉畑遺跡 8)第 1号住

 

図 3 炉畑遺跡の第 1 号住居址 

 
図 2 礫群（寺田遺跡） 
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居址の例を取り上げみる（図 3）。この遺跡は各務原

台地上に位置し、今から約 4,300 年前の縄文時代中

期後葉に属する。当遺跡では 10 基の竪穴住居跡が

検出されたが、第 1 号住居址は直径 7m と大型で、

検出時の深さ（壁高）は 65 ㎝であった。しかし、

発掘調査によって得られる遺構の深さは、必ずしも

当時の地表面からの数値ではない。大半の遺跡では

後世の開墾などにより遺構の上部が失われている

ため、個々の深さは実際よりも浅く検出されている。

炉畑遺跡第 1 号住居の場合、半径は 3.5m とし、壁

高を推定で 1mと補正したうえで掘削土量を計算す

ると、38.5m3となる。これだけの土量が打製石斧（鍬

形の石器）で掘削されたことに驚くが、一つ疑問が

生じる。それは、掘削による排土が何処へ処理され

たのかという問題である。長距離を移動させたとは考え難いので、住居の周囲に盛られて

いたか、あるいは屋根に被せられていた可能性を考えなくてはならない。富山県富山市北

代遺跡や青森県青森市三内丸山遺跡などの復元住居は、後者の場合を再現している。また、

三内丸山遺跡では竪穴住居の客土や灰、

焼土、土器・石器などの生活廃棄物を同

じ場所に捨てる行為を繰り返したことで、

小山のようになった範囲が確認されてい

る。この小山は整地されており、村落の

境界を示す盛土遺構とも考えられる特殊

な例である（写真 1）。 

 

（2） 傾斜面における竪穴住居の構築 

各務原市の加佐美山 1 号墳では、古墳

の傾斜部に 1 基の竪住居址が重複して検

出された 9)。住居址は、一辺 2.85ｍ四方

の隅丸方形プランであると推定されるが、

低い側の東部の 2/3 程度が崩落しており

原形は不明である（図 4）。竪穴の壁直下  

図 4 加佐美山 1 号墳で検出された竪穴住居 

 
写真 1 三内丸山遺跡の盛土遺構断面 
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には、壁溝が巡る。内部には、古墳時代初頭の土師器（壺・甕・高坏）が遺存した。 

さらに大規模な様相の分かる好例が、岐阜県関市砂行遺跡 10)である。この遺跡は、弥生

時代後期末から古墳時代中期の集落を主体とする遺跡で、発掘調査によって全貌が明らか

になっている。この遺跡で特徴的なのは、丘陵斜面に多数の竪穴住居群が構築されている

ことである。この時代、平地部で水田を構える集落と対照的に、丘陵部の傾斜面に集落を

展開することが知られている。 

斜面に構築する場合も、竪穴住居の基本仕様は同じで、床面には柱穴と炉が備えられる。

しかし、図 5 のとおり、大半の住居跡は床面の約 1/2～2/3 を欠落している。いずれも、

傾斜の低い側が残存していない。この状況は、傾斜面に竪穴住居を構える場合、高い側の

掘削土で低い側を盛土して床面を延長するが、その部分は後世に流出しやすいことを示し

ている。各住居の入口へ通じる路等も備えられていたはずだが、居住区を列単位で造成す

るような区画整理は行われていない。 

 

（3） 中世館の壕と土塁 

鎌倉時代の 13 世紀代に建造された居館の例を見てみる。事例として取り上げるのは、

岐阜県各務原市野口館跡 11)である。各務原台地上に位置するが、家主は台地を刻む谷筋な

どに荘園を開拓して力を蓄えた人物であると考えられる。この館を取り囲む防御用の土塁

 
図 5 砂行遺跡の竪穴住居群 
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と壕が、埋没することなく露呈して現存する貴重な遺跡である（図 6）。 

この遺跡の発掘調査では、土塁と壕の関係を知るために両者を直角に断ち割るトレンチ

を設定した。その結果、土塁と壕の規模や構築工が明らかになった。壕の容積と土塁の体

積はほぼ等しく、壕の客土を屋敷地の内側へ盛土しながら一周して不整五角形の囲いを完

成させていると推定できる。壕の掘削順に土を土塁へ盛り上げるため、土塁側の土層は自

然堆積と逆順になる。土塁は軸線の中心から壕の客土を盛り始め、そこを被覆するように

幅と高さを増す工法が看て取れる。削り出しの深さは 1.08m、土塁の盛土は 2.08m（ただ

し上部は流出している）、現況で相対高は 3.16cm である。法面勾配は 1:1.8 である。 

なお、壕は埋土の堆積過程や断面形から、途中で深く掘り直しが行われていると判断さ

れた（図 6 中示す部分）。その際に、土塁の崩落土を元へ戻し、高さを回復していたこと

が考えられる。最終的には、盛土は再流出して壕を埋めてしまっている。 

 

（4） 中世山城の曲輪 

戦国時代を中心として、山城は見晴らしの良い山頂に築かれた。城という漢字は“土”か

ら“成る”と表す。そのとおり、山頂の土を切土と盛土によって移動させ巧みに整地するこ

とが、城造りの基本である。城の構造に曲輪（くるわ）と呼ばれるものがある。これは、

城内に様々な施設を構える平場の空間単位で、山城では複数の曲輪を雛壇のように造成し

て山稜に配置される。 

ここに、岐阜県各務原市伊木山城址 12)の例を示す。伊木山城は、標高 173.1m の伊木山

の山頂に築かれた城である。築城時期は定かではないが、伝記によれば織田信長の美濃攻

 
図 6 野口館跡の土塁と壕 
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めで永禄 3 年（1560）に落とされ、その後天正 19 年（1591）に廃城になったとされる。

眼下を流れる木曽川は、美濃国と尾張国の国境（現在は岐阜県と愛知県の県境）である。

美濃国側に位置する伊木山は、常に尾張を見張る絶好の地形環境に恵まれていた。流域に

連なる城山や三井山も、同じ理由で山城が築かれていた。 

伊木山城の様子については漠然とした記録しかなかったが、発掘調査によって具体的な

曲輪構造が明らかになった。伊木山の最高所に構えられた曲輪１を中心に、西側に 2 段、

東側に 2 段、南側に 1 段の合計 6 段の曲輪の存在が確認された（図 7）。 

伊木山は、美濃帯堆積岩類のチャートを主体とする岩盤から成る。発掘調査では山頂か

ら放射状に A～D のトレンチを掘った結果、岩盤を切り崩して盛土を行い曲輪となる平場

を造成した工程が明らかになった。また、曲輪１の中央に配する櫓台状遺構は、全て盛土

で構成されていることも判明した。その他、曲輪間には盛土の流出を防ぐために、岩盤の

砕石を利用した石積が施工されていることも確認できている。曲輪の比高は、比較的に良

く残る曲輪 1 の北縁辺（D-4）で 2.77m を測る。但し、石垣の大半は崩落している。 

 

図 7 伊木山城の曲輪 
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（5） 近世の旗本陣屋 

江戸時代の旗本屋敷を取り上げる。各務

原市新加納町に所在した旗本坪内氏陣屋跡

は、旗本 7 千石の武家屋敷である。現在は、

所在地にその痕跡はなく、宅地（区画整理

済）や工場の敷地となっている。 

この陣屋は、市域を横断する中山道沿い

に構えられており、各務原台地との関係か

ら見ると、台地西端の崖線上である。また、

この付近では、中山道は「鍵の手」形にク

ランクしており、当地が防御機能を重視し

た街道沿いであったことが分かる。陣屋も、

西方に対して大変に見晴らしの良い環境に置かれ、当時、徳川政権が誕生したものの大阪

には豊臣秀吉の勢力が残っていたためか、西へ向けての緊張感が依然と続いていたことを

感じさせる。 

旗本坪内氏陣屋の構造は不詳だが、明治期に入ってから一族の末裔によって編纂された

『富樫庶流旗本坪内家一統系図並由緒』13)の絵図（図 8）に、屋敷の様子を伺うことがで

きる。この絵図では、建物の様子は漠然としているものの、敷地の範囲については明確に

表現されている。敷地を取り囲む部分は二重の帯で示されており、内側は「ドイ」、外側

は「ホリ」と注記されている。つまり土塁と壕である。 

壕の実態については、平成 23 年の発掘調査 14)によって明らかとなった（写真 2）。壕の

幅は 5.2ｍ以上で、断面は逆台形を呈する。深さは 2.7～3.3ｍを測る。北西角で強く屈折

しており、絵図との整合性が確認さ

れた。壕は埋め戻されてしまってい

たが、絵図から考えると本来は壕の

客土を敷地の内側に盛り上げて土

塁を築いたことになる。単純に高さ

3ｍ前後の土塁を構築したとして、

壕底から土塁の頂までの高さは 6ｍ

前後となろう。旗本の陣屋に、城郭

並みの防御施設が備えられている

ことは特異な例である。 

 
写真 2 発掘調査で検出された壕 

 
図 8 旗本坪内陣屋跡絵図に見る土塁と壕 
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３．坊の塚古墳の事例 

（1） 坊の塚古墳の概要 

坊の塚古墳は、岐阜県各務原市鵜沼羽場町に所在する前方後円墳である（図 9）。墳長

120ｍ、後円部直径 72ｍ、同高さ 10ｍ、前方部最大幅 66ｍ、同高さ 7.8ｍを有する。前方

後円墳は、全国に 4,882 基が知られているが、規模を比較すると、坊の塚古墳は中部地方

で第 10 位、全国でも第 140 位となる 15)。古墳が築造された位置は、各務原台地の東端部

である。直下の低位段丘面との比高は 13～14m で、崖上に造られた古墳は良く目立ち、

被葬者の権威を象徴している。古墳の威容を誇ることが、この場所に築造した理由である。 

墳丘の規模から見て、当古墳は地方を代表する前方後円墳に相応しく、当時の政権所在

地である近畿地方と同等の土木技術が用いられているとみなされる。かつ、分析に必要な

データが発掘調査によって取得されていることなどが、ここに取り上げた理由である。 

埋葬施設の正式な発掘調査は、平成 29 年に行われた。出土した副葬品や埴輪、土師器

の型式から、4 世紀末（古墳時代前期）の築造と推定される 16)。 

 

(2) 坊の塚古墳の周壕範囲確認調査の成果 

古墳は、墳丘のみで構成されるわけではない。墳丘の周辺には周壕と称される低位部が

取り巻いている。この壕へ平城のように水を湛えた例も知られるが、一般的には空壕で、

現在は土に埋もれていることが多い。 

平成 4 年、坊の塚古墳の北西部が宅地開発されることを契機に、各務原市教育委員会が

主体となり、同市埋蔵文化財調査センターが周壕の存在と規模を確認するための範囲確認

調査を平成 5 年 1 月 6 日～3 月 19 日にかけて実施した 17)。調査に臨んでは、墳丘上に仮

想の 5ｍメッシュを設定し、墳丘主軸に直行する角度で A トレンチ（W3ｍ・L54ｍ・D0.25

～1.3ｍ）と B トレンチ（W3ｍ・L38ｍ・D0.25～1.25ｍ）を設定した（図 9）。 

調査の結果、A・B トレンチともに墳丘に近い側を深く掘削した痕跡が確認されたため、

それを周濠と判断した（図 10）。現在、周壕は埋没しているが、地表面はその範囲に限っ

て低くなっており、このことは周壕が完全に埋没しきっていないことを示している。 

両トレンチでは、周壕の外端（掘り型）が確認された。多数の小角礫は、掘り型を化粧

したものであるが法面を滑落している状態で検出された（写真 3）。これらの石材は、墳丘

の斜面に露出して見られる土留め用の葺石と同じチャート（頁岩）であった。両トレンチ

で検出した掘り型の位置を平面で結んで延長させると、墳丘主軸線に対し、後円部（円形

部）方向へ若干閉じていくことが分かる。周壕の形状が左右対称であることを前提とし、

図 9（赤線）のように一般的に盾型と分類される平面プランの推定に至った。 
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(3) 各務原台地と木曽川泥流堆積物 

この調査では、古墳の周壕工事と地盤の関係についても興味深い事実が判明した。周壕

の底面は、木曽川泥流堆積物の土層（41 層）を掘り抜き、直下の黄白色粘土層（42 層）

まで掘り下げられていた（図 11）。 

木曽川泥流堆積物とは、かつて御岳山（3,067m）の東側斜面に厚く堆積していた火山噴

出物が、地震をきっかけに大崩落を起こし、木曽川を下って下流域へ再堆積したものであ

る。その量は 10 億㎥ともいわれ、坊の塚古墳の築かれた各務原市鵜沼への距離は直線で

  
  図 9 坊の塚古墳の現況と A・B トレンチ             写真 3 周壕の掘り型と葺石（B トレンチ） 

 
図 10 掘削後の A・B トレンチ平面図と土層断面図（各トレンチ北東壁） 
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200km にも及ぶ。ちなみに、泥流が堆積

した年代は、同層中に遺存した樹木の炭

素 14C 年代測定から 49,850±420y.B.P.

（4,9850 年前・誤差±420 年）という数

値が得られている 18)。これは、坊の塚古

墳が築かれる遥か昔の出来事である。 

既述のとおり、古墳が築かれた位置は

各務原台地の縁辺である。この地形は、

木曽川の浸食によって形成された、いわ

ゆる河岸段丘である。段丘の浸食が終わ

りかけていた約 5 万年前、漂着した泥流

は段丘に一部乗り上げて堆積し、残りは

さらに下流へと送り出されていった。図

12 に示したとおり、泥流堆積物は段丘上

の縁辺を被覆していると推定される 19) 20)。 

今日では大災害となるような木曽川泥

流の堆積は、地形へ大きな影響を及ぼし

た可能性がある。そこで、現在の都市計

画図を用いて泥流堆積物の被覆範囲の標高を精査した。同じ図 12 中で、絶対高が示され

た単点を基に 50cm 毎の等高線を引く作業を行った。得られた等高線は、当然ながら道路

や鉄道等で大規模に改変された形状を相応に表わした。また、坊の塚古墳の周囲が 59.5m

まで窪んでいることを示した。発掘調査した A・B トレンチの断面で見たとおり、周壕が

墳丘を取り巻くように存在し、完全に埋没していないことが分かる。広く見ると、等高線

は段丘崖線に沿って堤状に盛り上がる地形を表した。段丘の縁辺部にこのような高まりを

形成した原因が、地中の木曽川泥流堆積物にあることは容易に推測できる。 

堤状の高まりの中にも高低差が認められ、なかでも丘状に小高くなった箇所に坊の塚古

墳、さらに隣接する衣裳塚古墳や一輪山古墳が築かれていることが分かる。つまり、河岸

段丘の上段で、かつ木曽川泥流の堆積によって上乗せされた高位部が、古墳築造の条件を

適える最適な用地に選択されたことが理解できる。しかしながら、泥流堆積物は火成岩を

はじめ流域の礫を巻き込み、基質も非常に硬質である。現代のバックホウを用いても掘削

は容易でない。ましてや、古墳時代の工具による本層の掘削は難工事であったと思われる。

しかし、この事実は地盤の性質が掘削に有利か不利かということより、古墳を築く位置と

 
図 11 周壕掘り型周辺の土層図 

（B トレンチ断面図部分拡大） 

 
図 12 坊の塚古墳周辺の微地形図 
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地形が優先されたことを意味している。その理由、すなわち古墳築造の目的とは、支配地

を見下ろす高台に築くことで被葬者の富と権力を誇示することと考えられる 21)。 

 

(4) 坊の塚古墳の墳丘と周壕の土量 

考古学では、古墳の周壕は視覚効果や墓域の区画という機能も検討されているが 22)、実

用的には墳丘の盛土を獲得するために掘り込まれたとするのが一般論である。したがって、

墳丘の上部は盛土だが下部は地盤の削り出しということになる（図 13）。従来の古墳研究

においては、墳丘盛土の情報から築造の工期や工費の研究が行われたことがある 23) 24) 25)。

しかし、周壕の切土で獲得される土量は仮定的で、また不足するという見解であった。現

実的な土工量について検証するためには、墳丘裾部と周壕の正確な情報が必要になる。そ

こで、坊の塚古墳の発掘調査で得られた情報と墳丘の測量図を用いて、築造時に移動され

た土量の計算を試みた 26)。 

ここで前提となるのは切土と盛土の境

界面、すなわち古墳時代当時の地表面標

高（以下古代 GL）である。古代 GL より

下位が切土、上位が盛土となる。双方の

合計が古墳の実質的な高さである。今回

は、古墳築造直前の古代 GL を標高 60.5 

ｍと仮定した。その根拠は、古墳周辺部

（周濠範囲を除く）の GL が現況で標高

60.0～61.0ｍ、平均で 60.5ｍを示してお

り、この標高が古代から大きく変化する

理由は考え難いからである。 

墳丘の体積は、現況図を基に埋没部分

や欠落部分を補い、復原モデル図（図 14）

を作成して計算した。表 1 のとおり墳丘

を 1m 毎に水平方向へスライスし、上下

の面積の平均に 1m の高さを乗じて（平

均断面法）墳丘の体積を計算した。前方

後円形は円形と台形に分離し、接続箇所

の重複部分には補正を掛けている。その

結果、標高 60.5ｍ以上における墳丘盛土

 
図 13 坊の塚古墳の切盛土工程（模式図） 

 

 
図 14 坊の塚古墳の復元モデル図 
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の体積は、合計 18,385 ㎥と計算された。 

次に周壕部分の容積計算をした。周壕の外形から古墳全体の敷地面積を計算し、そこか

ら墳丘の面積を肉抜きした残りが周壕部分のみの面積となる。 

15,266 ㎡（敷地面積）-5,494 ㎡（60.5ｍにおける墳丘面積）=9,772 ㎡（60.5ｍの周壕面積） 

15,266 ㎡（敷地面積）-6,782 ㎡（58.5ｍにおける墳丘面積）=8,483 ㎡（58.5ｍの周壕面積） 

これで、周壕の上面と底面の面積が得られるので、その平均値に深さ 2.0m を乗じること

で（平均断面法）、周壕部の体積、すな

わち切土体積が算出される。得られた

値は、合計 18,255 ㎥である。 

算出された周壕切土量に対する墳丘

盛土量は、＋130m3 の差異を示した。

土壌の性質にもよるが、ほぐし量は切

土量に対して1.2倍程度に体積が増し、

転圧によって最終的には 0.9 倍程度に

収まるのが普通である。今回の算出で

は 1.007 倍と微増している。この結果

は、復元モデルの精度に起因する誤差

かもしれないが、古代における転圧技

術の限界、また墳丘の表面に貼られた

葺石や石室構築材など、別の場所から

搬入された石材の容積の影響も考えら

れる。しかし、双方の土量がほぼ等し

いという結果が得られたということは、

墳丘の盛土に必要な土量を周壕の掘削

のみで獲得できることを証明するもの

である。 

なお、各務原市教育委員会は、平成

27年度から 5年計画で墳丘側の発掘調

査に着手している。墳丘の正確な形や

大きさが判明することによって、より

正確な土量計算が可能となり、その際

には今回の分析を再検証したい。 

表 1 坊の塚古墳の切土・餅土計算表 
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４．北山 2 号墳の事例 

（1） 北山古墳群の概要 

ここで、もう一つの事例を取り上げる。

北山 2 号墳は、岐阜県各務原市須衛町に

所在する北山古墳群に属す。この古墳群

は、市域北部の山稜地帯のうち、北山（標

高 308ｍ）から延びる尾根の南麓に少な

くとも数基で構成される。この古墳群の

一部が資材置き場に造成されることを契

機として、各務原市教育委員会が主体と

なり、同市埋蔵文化財調査センターが平

成 6 年 7 月 26 日から平成 8 年 3 月 2 日

の期間に北山 1 号墳と 2 号墳（写真 4）

の緊急発掘調査を実施した 27)。出土した

須恵器の型式から、いずれも 6 世紀末（古

墳時代後期）に築造されたことが判明し

ている。 1号墳は、墳丘を失っていたが、

2 号墳は、盗掘を受けていたものの石室

と墳丘は良好な状態で残存していた（図 15）。 

当古墳は、直径 16.9ｍの円墳である。考古学の一般論として、人口増加にともない小型

化・量産化されたといわれる古墳時代後期の典型的な古墳の特徴を備えており、その築造

工法には当該期の標準的な土木技術が反映されているものと考えられる。また、発掘調査

によって盛土の詳細な情報が得られていることから、後期古墳の代表的な事例として本稿

へ取り上げるに至った。 

 

(2) 北山 2 号墳の平面プラン 

北山 2 号墳は、横穴式石室と外護列石を有する 2 段築成の円墳である。南東方向へ下が

る斜面上に築造されている。外護列石とは、墳丘の盛土を保護する石積で、その角度は 60

度と大きく葺石とは区別される。最も高く残存した墳丘後部で 120 ㎝を測る。 

石室は、両側壁が奥側で広がる両袖式と呼ばれるもので、南向きに開口する。石室の規

模は、全長 10.68ｍ、玄室長 4.38ｍ、羨道長 3.18ｍ、前庭部長 3.12ｍ、玄室最大幅 2.1ｍ、

羨道部最大幅 1.26ｍ、前庭部最大幅 2.22ｍである。本稿では墳丘の盛土について論じてい

 

写真 4 発掘調査中の北山 1 号墳（右）と 2 号墳（左） 

 
図 15 北山 1 号墳（右）と 2 号墳（左） 
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るため、石室の詳細については文献 16 を参照されたい。 

墳丘は、下段径 16.9m、上段径 12.8ｍである。段の間に廻る平坦なテラス面は、幅が一

定せず前方に向かうにつれて広くなる。また、墳丘の周りには周壕を検出している。その

範囲や形状から、墳丘の盛土に要する土砂を掻き上げた痕跡であることは明白である。そ

の掘り型は、図 16 の(a)に示したとおり不整円形である。なお、今回は体積計算を行って

いない。 

墳丘下段は、上段を盛り上げるための水平面を斜面上に整地する目的をもつ（図 17）。

よって、下段は前方へ向かうほど周囲と

の段差を増す。この下段前方は、大部分

が盛土であったために大きく崩落してい

るが、本来は上段外護列石の基底面まで

盛土されていたはずである。しかし、図

16 の(c)に示したとおり、外護列石は東へ

下がる傾斜面の影響を拭えず、石室を挟

 
図 16 北山 2 号墳の墳丘平面図と外護列石側面展開図 

 

 
図 17 北山 2 号墳の切盛土工程（模式図） 
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んで西と東とで段違いになっていたと考えられる（同図中の点線部分）。このことは、工

事の完成度における妥協点として指摘でき、古墳の量産化にともなう工事の省力化の一端

を示す。一方、墳丘上段は前方が盛土されているため、その範囲の外護列石が前に押し出

されてしまっている。 

このように、斜面上の切盛土による墳丘の構築には、平坦面での場合と比較して土量の

移動が少なくて済むほか、背面側は低く死角となるため景観的な配慮は不要となり工事が

簡略化できるなどの合理性が認められた。 

 

(3) 北山 2 号墳の盛土断面 

2 号墳の発掘調査では、図 16 に示したように石室の中心から東へ向けて墳丘を断割する

トレンチを設定した（W1.5ｍ・L13.2m・D0.5～1.8ｍ）。 

トレンチ北壁の土層断面から得られた情報は様々である。土壌の色調・組成・締まり・

粘性などによって分層し、1～38 の番号を付した（図 18）。まず、原地形との関係に着目

する。35 層以下（斜線部分）は、古墳築造時に既存した自然堆積層を削り残し墳丘のベー

スとなった部分である。これらは、山地の上部から流れ落ちた礫混じりの土壌で構成され

る。このうち、37・38 層には外護列石に用いられた角礫と同じ属性のものが含まれていた。

すなわち、外護列石の資材はこれらの層中から引き抜いて現場調達されたものである。同

時に、盛土も周囲の礫混じり土が使用されたことを証明する。 

35 層は有機質に富む黒褐色土壌で、築造直前までの表土である。炭化物が多く含まれて

いることから、古墳築造時に地表を焼き払っている可能性がある。 

図 18 のうち、東側の 7 層直下は周壕の底面である。したがって、1～7 層は周壕部分を

掘削して墳丘側へ盛られていた土壌が、後世に崩落して周濠内に再堆積したものである。

したがって、これらの層中に含まれる角礫は、外護列石に用いられたものが含まれている。 

 

(4) 北山 2 号墳の墳丘・石室の構築工程 

北山 2 号墳の墳丘築造と石室構築の工程は、以下のとおり復元できる。最初に、傾斜面

上の墳丘となる範囲に下段のプランを削り出す。周濠の切土で下段の前半部を重点的に盛

土し、およその水平面を獲得する。土留め用の外護列石は、盛土のある前半部のみに施工

される。次に、墳丘の主軸に石室のプランを設計する。そして、石室の奥壁と両側壁に沿

って自然体積層や盛土を削り込んで石室の空間を確保して床面を整地する。側壁用の石材

は、35 層の上をコロ等に載せて移動させ、石室の周りへ落とし込みながら立て並べていく。

そして、側壁裏側と墳丘との隙間に土を充填して裏込めし（26～34 層）、さらに盛土（20
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～25 層）を行い側壁の高さと面一にする。石室の天井石は、この段階で再び墳丘面のスロ

ープ（20 層上面）を利用して両側壁の上に架せられる。そして、天井石の上部にも盛土が

追加されて墳丘が完成する。その後、自然崩落と盗掘、あるいは石材の多用途への転用に

より、天井部分は欠如するに至った。 

すなわち、墳丘の盛土と石室の構築は並行して進められ、盛土途中のスロープを足場と

してタイミングよく利用して大型の石室石材を積み上げていったと考えられる。こうした

一連の構築プロセスを復元すると、傾斜面に古墳を築造する場合の合理的工法を伺い知る

ことができた。 

 

５．まとめ 

以上に、各務原台地における旧石器時代から江戸時代までの土木工事について、特徴的

な土地利用をしている遺跡や古墳の発掘調査事例から、特に切盛土工に関する部分に注目

して分析した。また、坊の塚古墳と北山 2 号墳については、具体的な構築過程を復元する

ことができた。 

（1）各務原台地における最初の切盛土工は、縄文時代の竪穴住居の構築である。当時の

気候温暖化が食環境を豊かにし、定住生活を促進させた。定住によって耐久性のある住居

が必要になり、考案されたのが竪穴住居である。掘削土は住居の周囲に盛られたか、ある

いは屋根に被せられていた可能性がある。 

（2）各務原台地の北部丘陵には、丘陵の傾斜面に竪穴住居が構築された時代がある。そ

の場合、高い側の切土で低い側を盛土して水平な床面を延長している。ただし、盛土部分

は後世に流出しやすく、床面の 2/3 程を欠落して発見される場合が多い。 

（3）鎌倉時代に各務原台地北部の水田開発で富を得た荘園領主は、防御のために壕と土

塁を廻らす居館を構えた。この壕と土塁の容積はほぼ等しく、壕の客土を片側へ盛土しな

 
図 18 北山 2 号墳墳丘断割トレンチ北壁の土層セクション図 
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がら敷地を一周して囲いを造っている。土塁構築のための土資材は、全て現場調達である

と推定される。 

（4）尾張国を一望できる各務原台地南部の丘陵には、戦国時代の山城が構えられた。伊

木山城では、山頂部の岩盤を切り崩して盛土を行い、曲輪と呼ばれる平坦面を雛壇状に構

築している。曲輪間には盛土の流出を防ぐために、岩盤の砕石を利用した石積を認めた。 

（5）江戸時代の旗本陣屋では、大きな壕と土塁が造られていた。各務原台地西端の見晴

らしが良い地形に、大阪城の秀吉勢力を睨んだ陣屋が構えられたと考えられる。当時の様

子を示す絵図では、壕と土塁は敷地を取り囲む二重の帯で示されており、内側は「ドイ」、

外側は「ホリ」と注記されている。発掘調査では、深さ約 3ｍの壕を検出しており、その

脇に高さ 3ｍ前後の土塁を構築したとすれば、壕底から土塁の頂までの高さは 6ｍ前後と

なる。旗本の陣屋にも、城郭並みの防御施設を備えていたことが分かった。 

（6）坊の塚古墳は、各務原台地の東端に位置する。その威容を誇示するために、見晴ら

しの良い段丘崖で、かつ木曽川泥流堆積物によって小高くなった箇所を選んで築造してい

ることが判明した。発掘調査では、墳丘周辺の周壕底部と外側の境界を把握しているため、

古墳の復元モデル図を作成して周壕の容積を算出することができた。また、墳丘側も同様

に体積を算出したところ、旧地表面を基準とした切土と盛り土が、ほぼ同じ容量であると

いう結果が出た。従来では、盛土が不足するために近場から搬入したとする研究があるが、

全てを現場で調達することができる事例を説明できた。 

（7）北山 2 号墳は、市域北部の山稜地帯に位置する。斜面上の切盛土によって墳丘を構

築することで、平坦面での場合と比較して土量の移動が少なくて済むほか、背面側は低く

死角となるため景観的な配慮は不要となり工事が簡略化できるなどの合理性が認められ

た。また、随所に完成度の妥協点や省力化が垣間見られ、古墳時代後期の古墳普及による

量産化の影響を確認できた。 
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第 4 章 各務原台地の土地環境と開発・防災史 

１．はじめに 

本章では、古代から近代までの土地利用について、地形と遺跡分布の関係や変化を図で

視覚化し、その意味を防災や稲作農耕社会、環境資源、都市計画等に関連付けて分析する。

また、人が災害と対峙し防災に取り組んだ考え方を、古代の災害遺跡や近世の防災遺構の

例から指摘する。 

民法や経済学の定義は別として、土地とは、そもそも｢地球表面の一部である自然体であ

って､地形､地質､土壌､水(地表・地下とも)､気候､植生などの要素で構成されているもの｣1)

である｡そして、個々の要素で形成される土地の特徴を土地環境、それを構成する要素を土

地環境資源 2)などと呼ぶ。例えば、農村は必要な土地環境の下に成立している。農村地域

では、安全・安心性を確保し、土や水などの資源を活かし、作物の生産性を高めるための

多面的な機能が備えられるべきである。土地環境の大部分は自然に由来するが、より充実

した活用と生産性の向上に惜しみない努力が傾けられる。そして、自然に手を加えたこと

で、豪雨や地震などを引き金に災害が発生することもある。今日の土地環境研究では、人

工物と自然のアンバランスによって生み出される土地資源の劣化や災害の防止対策、およ

び減災についても真剣に取り組まれているところである 3)。 

農業に限らず、土地環境への働きかけは歴史のなかで延々と進められてきた。そして、

常に地域の活性化と強い因果関係をもったことは確かである。一方で、人が選び整えた土

地環境は、災害によって破壊されてしまう場合がある。したがって、人と土地環境の歴史

には、常に災害と対峙した歴史も含まれている。究極の土地環境とは、富を維持するため

に自然を完全に制御できる環境であろう。そのために、人は自然の脅威に対して、時代相

応の試行錯誤を繰り返してきた。 

人と土地環境の歴史を、紐解くことはできるのだろうか。一つの手段として、特定の土

地における遺跡分布の変化に注目してみる。つまり、遺跡分布を時代毎に｢点｣から｢面｣へ

展開するよう理解していくことで、その変化の方向性を明確にする。そして、背景に存在

した目的と利用された土地環境を結び付けることによって、その歴史を紐解くことができ

ると考える。このような人と土地環境の歴史は、あらゆる学問の歴史的研究において非常

に重要な視点である。 

そこで、旧石器時代から近世にいたるまでの遺跡や社寺、幹線道路などを地形図と重ね、

遺跡と土地環境との関係を探った。そして、土地環境資源がいかなるもので、どう活かさ

れてきたのか、また、そこに潜む災害とどう向き合ってきたのかを明らかにする 4)5)。 
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２．各務原台地の概要 

各務原台地の形成過程については、第 2章で詳しく触れているため、本章では簡潔にま

とめる。各務原市は、岐阜県の南端中央に位置し木曽川を挟んで愛知県に接している。地

形的にみると、濃尾平野最奥部に位置し、市域の地形は北部の山地帯、中央部の台地（各

務原台地）、東西端と南端の木曽川河岸段丘で構成され変化に富む（図 1）。 

各務原台地は、約 13 万年前の熱田海進のピーク期に、木曽川の河口近くに発達させた

三角州群（デルタ地帯）を原型とする。次の氷期が訪れると、海岸線は後退していき三角

州群は木曽川の中流域に位置付けられ、木曽川の浸食作用を受けた。そして、約 50,000

年前に、浸食を免れた範囲が各務原台地となった。 

各務原台地の標高は、東端部で 59ｍ、西端部で 20ｍである。台地の原型は木曽川の堆

積作用で形成されているため、東高西低の傾斜を見せる。台地の周囲は、15～５mの段丘

崖で囲まれ、つまり一段低い河岸段丘が一周して取り巻き、例えるとすれば四国のような

島状の地形を呈する。台地北西部の河岸段丘は、位置から推定して長良川の浸食作用によ

るものと考えられるが、他の箇所は木曽川に由来する。低位段丘面には、大安寺川、新境

川、轟川などの小河川が流れる。北部は、美濃帯堆積岩類の隆起による標高 100～200ｍの

山稜が連なり、複雑な地形を呈する。南部は、木曽川が接し、その間には犬山扇状地が発

達するが、大部分は南の愛知県側へ振れる。 

 

 
図 1 各務原台地と低位段丘面 
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３．原始時代の土地環境 

 原始とは、日本史における旧石器時代、縄文時代、弥生時代を区分する。既往研究では、

日本列島へ人が到来し生活を営み始めたのは、約 3 万 5千年前からとされる。1949 年、群

馬県の岩宿遺跡において関東ローム層中から石器が発見され、火山活動が活発であった更

新世の日本列島で人が暮らしていたことが確認された。この時代を旧石器時代と呼び、以

来、全国各地で遺跡が調査されている。各務原市は、東海地方西部においては比較的旧石

器時代遺跡の多い地域で、これまでに多くの石器が確認されている。そして、宮塚遺跡 6)

などから出土したナイフ形石器（図 2）を市内最古の石器と位置づけ、その年代を約 2 万

5 千年前と推定している。この時代は、石器を主要な道具に用いた狩猟採集経済の社会で

あった。家族程度の小集団は、食料を求めて頻繁に移動生活をしたことが、考古学の研究

で明らかになっている 7)。その移動範囲は、小河川の流域を単位とすることが多い。 

各務原市域における旧石器時代の分布は図 3

のとおりである。まず、台地の東部に注目する。

遺跡は、段丘崖上に並ぶような分布を見せるが、

12～13ｍ下がった鵜沼低位段丘には存在しない。

このことは、当時の低位段丘面が人の生活に適さ

ない不安定な土地環境であったことを意味する。

 
図 3 先史時代の遺跡分布図 

 
図 2 ナイフ形石器（宮塚遺跡出土） 
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木曽川の浸食による段丘形成が約 50,000年前に終わっているものの、段丘下には複数の支

流が残っており 8)、雨量が多いと流路は氾濫したと考えられる。一方、段丘上は安定して

水害を被る心配はなく、直下を流れる木曽川支流は飲料水や生活水の担保となった。また、

水源付近には植物が繁茂し、小動物が生息するという土地環境資源が揃い、旧石器時代の

狩猟採集経済を成立し得たと理解される。 

一方、長良川による浸食作用を受けた各務原台地北西部の那加低位段丘には、旧石器時

代の遺跡が多い。鵜沼低位段丘に先行して、安定していたということになる。具体的に見

て新境川や轟川に遺跡が多いことは、土地環境資源を枯渇させないよう定期的に流域を移

動・巡廻した狩猟採集経済の営みを示唆するものと考える。 

1 万数千年前になると、狩猟具に弓を、調理具に土器を用いる時代が訪れた。この土器

を縄文土器と呼び、時代区分は縄文時代と呼ばれる。前時代に続いて、狩猟採集を中心と

しつつも管理栽培的な農耕が始まったとされる。また、地域集団を構成して定住が促進し、

村が形成されるようになった。 

図 3のとおり山間部にも遺跡のブロットが見られるが、車洞遺跡など山中で狩猟採集を

行うためのキャンプ拠点のような遺跡 9)が含まれている。縄文時代中期後葉になると、安

定した集落を構えるようになり、遺跡数は最も多くなる。炉畑遺跡では、直径 80ｍ程度の

範囲に、中央に共同広場をもち、その縁辺に竪穴住居を構えるという、当時代の典型的な

集落構造が確認されている 10)（図 4）。この時代には、低位段丘面にも遺跡が出現する。

依然、木曽川支流が網流する状況が続いていたと思われるが、それらに囲まれて形成され

る微高地や、自然堤防上は安定を見せはじめていたということになる。一方、各務原台地

の内部にも遺跡が広く分布するように

なった。その理由は、人々が獲物を追

って行動範囲を拡大させたからだと考

えられる。つまり、氷期が終わって気

候が温暖化した縄文時代に、各務原台

地は草原化し、食料植物や中小動物の

生息する縄文人の生活圏に相応しい自

然環境が整っていたということになる。 

紀元前 4 世紀には、朝鮮半島から北

部九州へ稲作文化が伝播し、瞬く間に

全国へ拡散した。そして、稲作農耕経

済を中心とする弥生時代が始まった。  

図 4 炉畑遺跡における集落構造の復元 
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この時代から、米が主食となり、その収穫量と備蓄量によって村単位で貧富の差が生じ、

やがて権力者が台頭するようになった。人々は、米の獲得のため、良質な水田を開発しな

くてはならず、そのために遺跡の在り方に大きな動きが認められる。  

 図 3 で明らかなように、台地の内陸部から遺跡は姿を消している。この事実は、村を単

位とする集団が、水田開発のために台地を降りて水の豊富な沖積低地へ移動したことを如

実に示す。なかには、弥衛島遺跡や伊八島遺跡など、木曽川の間近にも遺跡が認められる。

台地の北部から北西部、すなわち那加低位段丘では、過去の遺跡と重複しながら轟川や新

境川流域の肥沃な土壌が堆積する沖積地帯で新田開発を行いつつ村を発展させた様子を伺

い知ることができる。 

ところで、人は村を河川の近くへ移動させて水稲栽培を成立させたのだが、反対に安全

を保証する土地環境から遠ざかり、水害の危機を覚悟しなくてはならなくなった。水害と

は、人が害を被る事である。したがって、無住の地で洪水が起きたとしても水害という認

識には至らない。つまり、人が低地部に進出したことにより生活圏が洪水に侵されるよう

になり、ここに災害という認識が発生したものと考えられる。この危機に対し、後に人は

堤防などの人工設備を造ることで回避を図っていくが、決壊時には想定外の大規模な災害

が発生した。 

 弥生時代にも、水田が洪水によって埋没してしまった遺跡が確認されている。今宿遺跡
11)では、弥生時代から現代までに断続した 8面の水田跡が検出されているが、そのうちの

 

図 5 今宿遺跡から検出された水田跡断面式図 
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7 面は弥生時代から古墳時代にかけてのものである（図 5）。それは災害と復興の繰り返し

を物語っている。この時代に築堤などは確認されておらず、そうかといって信仰や呪術に

依存するばかりでもなく、人は気候変化と水位の科学的な関係を経験的に熟知していたは

ずである。例えば、増水時の直前には大切な物資を持って村民と共に高台へ避難するとい

うような、原始的な回避策で対応し、村や水田が壊滅したとしても早期に復興が出来たの

でなないかと考えられる。この時代の人々は、災害の発生することを前提とし、想定内で

起きる災害を受容しながら自然に向き合っていたと思われる。 

 

４．古墳群の分布から見た土地環境 

 次に古墳の分布に注目して、弥生時代以来の遺跡の動向を追う。農耕経済は人々に富を

生んだが、貧富の差をもたらし支配者層を生み出した。3 世紀後半、彼らが自らの墳墓と

して築いたのが古墳である。古墳という盛土構造物を、権力や富の象徴にした中央集権の

時代を古墳時代という。 

 まず、5 世紀までに築造された前期の古墳分布を見る。当該期の古墳は、首長層が築い

た大規模なものが多く、各務原台地では全長 120ｍを有する坊の塚古墳 12)（写真 1）が最

大である。古墳を造る場所は、被支配者に対して威容を示すため、見晴らしが良く地盤が

安定した立地を求めたと思われる。それを証明するかのごとく、全長 82ｍの柄山古墳（写

真 2）は、標高 37.6ｍの丘陵上 13)に築かれ、坊の塚古墳や衣裳塚古墳は比高 13m 前後の

段丘崖上に築かれている（図 6）。後者二つの古墳が位置する土地は、木曽川が上流から運

搬した木曽川泥流堆積物 14)が被覆しており、強固な地盤を形成するとともに段丘崖をさら

に嵩上げして、シンボリックな構築物を造るに相応しい土地環境を提供したと推定する。 

 6～7 世紀の古墳時代後期になると、古墳を造る身分階級は下がり、全長 12ｍ前後の小

    

      写真 1 段丘崖上に造られた坊の塚古墳              写真 2 丘陵上に造られた柄山古墳 

       （国道の右奥が低位段丘）               （頂の端部に前方後円墳の形が識別できる） 
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型の円墳が多数造られるようになった（図 7）。この頃の古墳は、丘陵の裾部に集中して造

られることが特徴である。その理由には、生活圏から墓域を明確に分離したという政策が

関わるが、同時に築造工法の合理化と結びついた 15)。山裾の尾根状突出部を削り出して墳

丘を造ることで、切盛土の土工量を大きく削減しているのである。 

古墳時代後期の古墳数は約 600 基と急増し、前期にはなかった範囲にも分布するように

なる。この事は、新しい技術や道具を用いて水田や耕地の開発が進んで人口が急増し、複

数の支配者が生まれ農耕集団の群雄割拠する時代が到来したことを意味している。この頃

は、日本へ多くの渡来人が帰化しており、彼らの持ち込んだ高い土木技術を駆使して、水

田開発が行われた。各務原市域北部の新境川流域は、水田開発が成功して古代最大の穀倉

地帯となり条里制が敷かれた地域である。 

 古墳時代前期と後期の分布図は、非常に重要な特徴を示唆している。それは、各務原台

地の内部には、古墳は一切築造されていないという事実である。台地の縁辺部に造られた

古墳は、全て低位段丘を、すなわち台地の外側を意識したものと考えられる。古墳に近接

して、被葬者が支配する農村が存在しなくてはならないが、この分布図は台地のなかには

存在していなかったことを示している。それは、先の弥生時代の傾向を一層強くしており、

つまり各務原台地の土地環境は水田開発に向いておらず、土地を経済的基盤とする権力者

 
図 6 前期古墳の分布図 
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が台頭し得なかったということになる。 

 各務原台地が水稲耕作に適さない理由には、幾つかの特

徴を指摘することができる。まず、地形図を見て明らかな

ように水田にまとまった水を供給できる河川が存在しない。

また、台地の内部が三角州由来の砂で構成されているため

に、雨水さえ浸透してしまい水の貯留ができないという問

題がある。さらに、地表面を覆う黒ボクは、火山灰が土壌

化したもので酸性が強く、実際に pH4.6 を計測した。この

数値は一般的な栽培作物の限界を超えるものである（図 8）。

現代は、こうした土地に適した作物が選ばれるようになり、戦前は酸性に強い甘藷など、

戦後は砂地でも育成できるニンジンの畑作が盛んになっている。 

 
５．陶器産業を成立させた土地環境 

 縄文土器以来、弥生土器、古墳時代の土師器と、人は土器を作り煮炊きや貯蔵に用いて

きた。そして、成型技法や焼成技法を向上させ、より薄くて硬い実用的な土器を作るため

の改良が試みられてきた。 

 

図 7 古墳時代後期の古墳分布図 

 

図 8 各務原台地の土層柱状図 
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各務原市域の北部山地帯を中

心に、6 世紀後半から須恵器と呼

ぶ新しい土器の生産が始まった

（図 9）。その範囲は、隣接する岐

阜市や関市にまで及び、生産遺跡

は美濃須衛古窯跡群と呼ばれて

いる。従来の土器は、窯を用いず

に 600℃程度の野焼きで焼成され

ていたが、須恵器は専用の穴窯を

用いて 1,100℃以上の高温で焼成

されたため硬質である。野焼きの

土器は表面が酸化して赤褐色に

なるが、須恵器は還元焼成のため

灰褐色を呈する（写真 3）。先行し

た土器が自給自足的に作られた

のに対し、須恵器の場合は大量生

産を可能とし産業として成立し

た。そして、調（特産物税）として中央政府へ納められたり、商品として各地へ流通した

りした。各務原市北部に位置する稲田山古窯跡群 16)では、14 基の窯跡が山裾斜面に並ん

で営まれた様子が確認されている。また、天狗谷遺跡 17)では、須恵器の焼成途中に窯体の

天井が落盤した状態が検出され（写真 4）、当時の量産規模を知ることができた。 

さて、須恵器生産は朝鮮半島から伝えられた窯業技術に基づいているため 18)、地方導入

への背景には国家や政治力の関与が考えられる。既述のとおり、5 世紀頃には多くの渡来

人が帰化しており、時の政権は深い知識や進んだ技術を有する彼らを保護し、全国へ派遣

し定住させることによって国土開発を行ったと推測される。この頃、全国に複数の須恵器

生産体制が整えられるが、各務原市域の北部が選ばれたのには相応の理由があったはずで

ある。求められる土地環境資源は、第一に良質な粘土である。須恵器に用いられた粘土は、

蘇原粘土層から採取された。この層は、約 5 万年前に堆積したものだと言われている 19)。

木曽川や長良川の旧流路によって運ばれたと考えられ、その分布は古窯跡群に重なる。ま

た、穴窯と呼ばれる焼成窯の構築環境も重要である（写真 9）。穴窯は、山の斜面を利用し

て構築し、木材を焚いて得た熱風を上部の焼成室へ送り、須恵器を高温で還元焼成する構

造をもつ。このような窯を築きやすい傾斜面、燃焼の酸素供給のための風通しなどの地形

 

写真 3 須恵器（各務原市内出土） 

 

 

写真 4 穴窯で焼成途中の須恵器（天狗谷遺跡） 
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を揃えた土地環境も要求された。美濃帯堆積岩類が構成する、鞍部と暗部が交互に連続し

緩やかな傾斜面を連続させる構造地形 20)が、その要求を満たしたと考えられる。また、こ

れらの穴窯は、美濃帯堆積岩類のうち硬質なチャート地帯を避け、風化砂岩層の発達した

箇所に集中している。風化砂岩層は軟質で、窯体を掘削しやすい利点があったと思われる。 

さらに、当該地に工人を受け入れるための経済力も必要になろう。新境川流域には、既

に稲作を中心に栄えた村々が形成されており、職人の生活や物資の流通に不自由すること

はなかったと思われる。各務原市域の北部産地帯が須恵器生産の土地として発展したこと

は、そこに技術者集団が要求する複数の土地環境が備わっていたからである。 

 美濃須衛古窯は、規模を拡大していき 8 世紀にピークを迎えるが、9 世紀以降は急速に

規模が縮小していくことが、これまでの調査で判明している。美濃須衛古窯に代わり、岐

阜県多治見市や愛知県瀬戸市の窯業遺跡が急増していく。このことについては、より改良

を経た陶器や磁器の生産に対して、最適な粘土材料を求め生産拠点が南方へ移動していっ

たと考えられている。その材料とは、瀬戸層群の下部層を構成する土岐口陶土層で、以降

の瀬戸美濃焼を発展させる原動力となる。このことは、粘土材料という重要な環境資源が、

他地域の優良な代替資源に置き換わることで、旧来の土地における土地環境利用が終焉を

迎えるという一つの例である。 

 
図 9 古代須恵器の窯跡分布図 
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６．各務原台地における最初の都市計画 

 7 世紀の後半、地方を統治する行政機関として、郡衙と呼ばれる施設が整えられた。郡

衙は、現在でいう市役所や町役場の機能をもつ。古代の各務原市域は美濃国各務郡と呼ば

れ、各務郡衙が置かれた。その位置は、近年の遺跡発掘調査によって各務原台地北部の蘇

原地区に存在したことが明らかになっている（図 10）21) 22) 23)。 

 郡衙を中心とする古代各務郡の中枢都市は、台地が北西へ半島状に突き出した位置に建

設されている。広畑野口遺跡では、郡衙の施設としか考えようのない大型の掘立柱建物跡

が検出され、官僚専用の畿内系土師器という食器も出土している。また、当時は希少であ

った古代寺院が、この箇所に集中的に配置されている。初期の寺院は、都を経由して移入

された技術・文化の結集である。荘厳な塔や金堂を備えた地方の伽藍寺院は、郡衙周辺の

目立つ場所に配置され、富と権力の象徴として、また情報拠点施設として都市の一部を担

ったと考えられる 24)。整備された郡衙の範囲は、約 100ｍ四方（1ha）と推定される（図 5）。 

672 年に起きた壬申の乱は、天智天皇を継ぐ皇位継承争いを端緒として発生した。この

乱で、勝者となる大海人皇子に味方をした美濃の軍勢は、その論功行賞を得て古墳に代わ

る寺院を建立する力を得たというのが考古学上の定説である 25)。前節までに論じたとおり、

本来は台地上に遺跡が形成されることはなかったのだが、北方の新境川流域で水田開発に

成功した勢力が、壬申の乱で得た新しい知識と技術力によって、水害の心配がない安定し

 
図 10 古街道と社寺の分布図 
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た土地に、恒久的な都市をつくろうとしたのだと考えられる。このことは、自然に大きく

依存した土地環境利用から脱皮して、理想とする人工都市を積極的に築こうとした第一歩

であると評価される。 

 次に、古代の『延喜式』に記された神社について触れる。『延喜式』とは、平安時代に編

集された全国の神社名簿のようなものである。初期の神社は、崇拝の対象となった土地に

祭壇が設けられるなどして自生的に始まった。祭神には、山の神・水の神・火の神など自

然神のほか、祖先を祀る氏神がいた。御神体は、大木や巨石であることが多いが、当地の

場合は美濃帯堆積岩類が露頭する岩盤などが対象になりやすく、例えば手力雄神社の御神

体は裏山に露頭するチャート岩盤である。10 世紀頃になると、格式が与えられた神社が現

れ、鳥居や拝殿・本殿という、今日のような神社建築の様式を持つようになっていった。 

神社の分布域は、その性格上、人々が頻繁に行動する範囲に重なっている。現代の神社

は別として、古代までの神社は、やはり台地上にはなく周辺の低位段丘面に分布している。

このことは、主に五穀豊穣を祈願するための神社が生活域に自生的に成立し、農村におい

て精神的に必要不可欠な施設であったことを意味しよう。神社とは対照的に、古代寺院は

政策的に建立されていき、台地上に計画的に配置されていった。その背景には、例えば奈

良時代における仏教を中軸とした鎮護国家という政策が垣間見られる。そして、このよう

な方向性は、都市環境の構築へと進んでいくことになる。 

 

７．街道の建設 

 各務原市域を通った主要街道は、8世紀に整備された東山道と、時代を下った 17 世紀に

整備された中山道である。いずれも、当時の政治経済の拠点を結び、人や物資が移動した

ばかりでなく、情報や文化も東西を伝播した。道路の敷設は、災害によってルートが遮断

されることの少ないよう、安全性が最優先されたと考えられる 26)。この地域における災害

とは、山間部の崖崩れではなく川の氾濫による洪水である。街道と地形図を対比してみる

と（図 10）、街道が各務原台地という高台を長く通過できるよう設定されている意図が理

解できる。 また、主要街道と交差して南北方向にも重要な道路が延びており、北方へは村

落に接するようにルートをとり、南部では木曽川に突き当たるものの、そこには渡船場が

あり対岸へ連絡することが出来た。渡船場が置かれた土地は、増水時の危険はさておき、

通常で川の水流が比較的弱いことなど、幾つかの土地環境に基づいて選ばれた場所であっ

たと考えられる。道路は、集落や都市に不可欠な設備として整えられていった。あるいは、

宿場町などのように、道路建設が先行して成立する町も存在した。いずれにしても、道路

のルートは、必然的に与えられた土地環境のなかで、安全を確保しつつ地形の合理的な利



第 4 章 各務原台地の土地環境と開発・防災史 

 

- 55 - 
 

用によって確立されていたのである。 

一方では、木曽川流路も重要な水運路として機能した。20 世紀初頭まで、建築材として

流域の檜を伐採し筏に組んで下流へ運搬していた。筏に同行した船は、下流で陶器などを

積んで回帰したため双方に物資が流通した。大河の存在という土地環境は、水害とは裏腹

に、水運による経済効果を生んでいたのである。  

 

８．中山道鵜沼宿付近の道路建設 

 本節では、個別のケースを詳しく見る。まず、街道の具体的な土地環境利用の例である。

19 世紀に制作された『中山道分間延絵図』27)という精度の高い絵図が存在する。この絵図

は、寛政 12 年（1800）に幕府の命令によって制作された『五海道其外分間見取延絵図』

全 91 巻の一部で、10 巻からなる。原本の縮尺は約 1,800 分の 1 で、街道を管理する道中

奉行の監修により沿線の様子を詳しく描く。当然、各務原市域の中山道、及び鵜沼宿界隈

も収録されている（図 11）。 

『中山道分間延絵図』を参照しながら、各務原市域東部に位置する鵜沼宿近辺の道路建

設と土地環境の関係について詳しく見た。中山道鵜沼宿の中央部には本陣や二ノ宮神社の

位置が示されている。東方に目をやり東見附辺りの道路形状に注目すると、路線は強く屈

折して特徴的な形状を成すことが分かる。現状でも、この路線は残されている（写真 5）。 

このような宿場における路線の恣意的な変形としては、例えば「鍵の手」や「枡形」に

クランクさせる例が一般的である。この形状は、有事の際に防御線を張るため、意図的に

道路の見通しを悪くし相手方の死角をつくるという目的をもつ。鵜沼宿のように一度の屈

折のみの例は珍しいが、地形と重ねて考えると、ここにも同様の意図が察せられる。図 11

のとおり、西からの路線は八木山交差点付近で低く下がるが、金山川を越えた辺りから登

 
図 11 鵜沼宿と中山道（上：中山道分間延絵図 下：中山道ルートの断面図） 
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坂し始める。これは、次の峠越えに向かう

からである。問題の地点では、峠へ向かっ

て北方の山手へ路線を曲げる必要があった。

しかし、単に折り曲げたのではなく、強く

鋭角に、そして地形の高低差を巧みに利用

したことが理解される。つまり、東見附の

箇所で路線を段丘の下段方向（南側）へ引

き込んでから強く折り曲げ、道路を崖下へ

一旦、落とし込んでいるため、鋭角部は窪

地のような地形に置かれるのである。その高低差は、低い側から 1.1ｍ、高い側から 3.6ｍ

で、見通し上は約２ｍ落ち込んでいる（図 11 下図）。 

 この屈折箇所は、明らかに人や物の移動に不都合を強いたであろうが、主要街道の要所

に備えられた、いわゆる「鍵の手」や「枡形」に準じた防衛施設と考えられる。注目され

るのは、道路の平面形のみではなく高低差も利用して先の見通しを悪くするという、河岸

段丘という地形を巧みに応用していることである。 

 一方、土地環境が及ぼした不都合についても触れる。鵜沼宿区間の断面図を見ると（図

6 上段）、西方へも登坂していくことが分かる。この西側の急激な高まりは、河岸段丘の高

低差だけではなく、５万年前に堆積したといわれる木曽川泥流堆積物の影響 28)によるもの

であると考えられる。この堆積物は、段丘形成の終盤期に木曽川が運搬して堆積させた御

嶽山由来の火山礫を含む地層で、非常に硬質である。この範囲で、道路の勾配を緩くする

ための工事による最大で 5ｍ程の切通しが見られるが、江戸時代にあっては、非常に硬く

凝灰岩質の泥流堆積物を削平するのは難工事であったと思われる。 

再び『中山道分間延絵図』を見ると（図 11 上図）、街道沿いに多くの道が接続している

ことが分かる。それらは、野道と表記されている。野道とは、文字どおり野を通る細い道

のことである。この野道には水の流れが伴うことが多い。山の湧水が段丘下へ流れ落ちる

ために、金山川や大安寺川以外にも複数の小川が段丘崖を縦断していたようである。つま

り、野道とは小さな水流が形成した緩い傾斜が基になって生まれた小道である。極端にい

えば、緑苑環状道路は野道の一つに由来するもので、車道用に大きく拡張したものである。 

当時の中山道建設工事では、大きな川には橋を架け、野道に沿う小川には板で蓋をする

など暗渠にしている様子が絵図から伺える。また、その水源を利用して、宿場の中心部で

は道路の中央に水路を敷き、防火水槽のように有効活用したことも分かる。ここに、小川

という土地環境もまた、中山道の建設工事と密接に関わったことが理解できる。 

 
写真 5 中山道の鋭角屈折箇所（北より） 
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９．木曽川治水の始まり 

 ここまでは、各時代の各目的を果たすために、土地環境資源の活用について概観してき

た。本項からは、富を守るために自然を管理し、災害の克服を試みた初期の特徴的な土木

工法に注目した。 

各務原市域の南部は、木曽川に接しているため洪水による被害を多く経験した土地であ

る。古代まで遡れば、大水の度に木曽川は氾濫し流路が変化するという、その繰り返しで

あった。 

木曽川治水の最も古い史料としては、9 世紀後半に起きた広野河事件に関するものがあ

る。広野河とは、当時の木曽川の呼び名である。木曽川を挟んで北部は美濃国、南部は尾

張国であった。当時、両国は木曽川の氾濫を巡る利害関係に対し緊張関係にあった。同年

に発生した大水により木曽川の中州が形成されたのだが、それを尾張の国司が削り水流を

美濃国側に向け自国の安全を優先しようとした。それに気が付いた美濃国司は、兵を動員

して工事現場を襲撃したのが広野河事件である。この事件が起きたことにより、治水工事

の存在が記録され、今日に伝わっている。 

 

 2004 年に各務原市へ編入合併された旧川島町（以下、川島

地区）は、木曽川の中州に形成された町であり、長く水害に

脅かされてきた歴史を有する（図 12）。今日では、大正期から

昭和 20 年代にかけて行われた三派川の集約工事が功を奏し、

常に安定している。 

この川島地区では、築捨堤と呼ばれる堤防に注目される（図

13）。その起源は平安時代の 9世紀頃と言われている。この地

区では、村が個々の中州上に形成されていた。築捨堤は、村

 

図 12 旧川島町の木曽川流路と築捨堤 

 
図 13 築捨堤のイメージ図 
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を洪水時の冠水から護るため中州の上流側頂点から左右の二辺に堤防を築き、下流側には

築堤しない構造を成す。中州内では、上流側の高い位置に住宅を構え下流側は田畑とした。

出水時には、下流側から徐々に浸水するが、冠水による被害は最小限に食い止められる仕

組みをもっている 29)。つまり、水害を受容しながらも、被害を最大にしないという理論が

そこにある。 

 木曽川の本堤防工事は、16～17 世紀に始まった。この本堤防とは別に、猿尾堤という小

堤防が現在に残されている（図 14）。猿尾堤の名称は、平面形が猿の尾に似ていることに

由来する。この堤は、河川治水の分野では水勢減衰工と呼ばれるもので、本堤防に当たる

水勢を弱める働きをする。かつては、流域に複数基が存在した。前渡地区に残存する猿尾

堤は、全長 286ｍ、最大幅 15ｍの長大な弓張り状

の形状をよく残している。 

 猿尾堤が築かれた江戸時代 265 年間には、45

回の洪水が各務原市域で発生したという。そのう

ち、13 回は猿尾堤のある前渡地区で発生し、9

回の本堤防の決壊が起きている 30)。この事実は、

猿尾堤がこの場所に築かれた理由を示唆してい

る。 

 

１０．各務原台地における灌漑用水工事 

各務原台地上から弥生時代以降の集落が消え、

古墳も築造されなかったことは記述のとおりで

ある。その理由は、経済の中心を担った稲作や畑作などの農耕を成立させる水源に恵まれ

ていないことであった。この状況を克服するために挑まれた、田宮如雲の溜池と灌漑水路

の工事計画について詳しく

見た 31)。 

各務原市域では、山地帯の、

特に鵜沼の東部域には農業

用水を確保・供給するための

貯水池が目立つ（図 15）。な

かでも翠池は、寛政 12 年

（1800）に制作された中山

道分間延絵図に既に記載が

 
図 15 灌漑水路の施工計画 

 
図 14 猿尾堤のイメージ図 
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見られる 32)。これら、谷へ集まる湧水を堰き

止め地形の高低差を利用して低位部へ水を供

給する仕組みは、既に江戸時代から始まってい

た。 

幕末から近代初期、尾張藩の農兵隊による鵜

沼東部の開発は、明治政府の殖産興業政策を先

取りする形で行われた。尾張藩は、慶応 4 年

（1868）に草薙隊を編成し、その隊長は尾張藩の家老、田宮如雲であった。草薙隊には、

地元の村民も参加した。如雲は隊の武術訓練の合間に、各務野に水田を造ろうと計画し、

中山道太田宿本陣の福田太郎八に命じて明治 2年（1869）に大安寺洞に貯水池として大安

寺池を築かせ、完成させた（写真 6）。大安寺池は、その名称の由来となった臨済宗大安寺

の門前に位置する。この寺は、室町時代の美濃国守護、土岐頼益によって創建された。か

つて、池の位置には大安寺の参道があり、少数の建物が存在したという。大安寺洞と呼ば

れた谷地形に灌漑用の溜め池を造るため、堰堤は池の南東に築かれた。 

記録上では、大安寺池の面積は 3 町 4 畝 14 歩とされている。メートル法に換算してみ

ると、1町≒9917.36 ㎡、1 畝≒99.17 ㎡、歩は坪に等しく 1坪≒3.31 ㎡であるから、大安

寺池の記録上の面積は約 30,195㎡となる。現況図からプラニメーターで計測した池の上場

面積は約 32,548 ㎡であったので、後世の護岸工事や水位の変動を考慮すれば記録面積は、

ほぼ正確だといえる。貯水量については、市農政課の台帳上は 14 万 5 千トンとされるか

ら、水の体積は 145,000㎥として池の平均水深は 4.8ｍと計算される。 

 田宮如雲は、この池水を利用した灌漑水路を、羽

場・内野と各務原（現在の鵜沼各務原町）に向けて

掘り、開田した（図 15・16）。しかし、水路が素掘

りだったため水漏れが激しく、十分な通水ができな

かった。各務原台地や周辺に砂層が発達している点

も、不利に働いた。また、林を伐り開いた黒ボク土

壌の水田は水持ちが悪く、この事業は 3 年ほどで中

止せざるを得なくなった。さらに如雲の死とも重な

り、明治 4 年（1971）の廃藩置県とともに草薙隊も

解散することになった。 

台地への灌漑水路は失敗に終わったものの、大安

寺池は現在も農業用水の貯水池として機能してい

 
写真 6 大安寺池の護岸 

 

図 16 灌漑水路の痕跡 
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る。池の畔に立つ石碑の一つ（昭和 28 年建立）には、旧鵜沼町長の名で次の通り書き留

められている。「・・・貯水池は元隊員より金六百圓にて東沖関係者に譲渡せられ、越えて

明治十九年西沖側は金三百圓を提供し、分水量を半々と定め共同使用の契約成立せり、明

治廿四年大震災堤防決潰の改築並に大正七年以来再度の立樋改修堤防嵩置等にて、創設當

時の數倍の水量を有する一大貯水池として実に本町の生命とも称するに至りぬ、是実に田

宮如雲翁を初め歴代水利委員の功績の賜にして郷土史に特筆すべき事蹟と謂うべきなり。

昭和廿八年一月新池水利委員は尓来東西両沖は従来の分水契約を尊重する付帯条件にて町

移管を申請せるを以て、町議会は之を承認せり、茲に於て新池は早魃の程度に適応して、

灌漑せられ、増産に裨益する処蓋甚大と謂うべし茲に郷党此の偉業を讃え建碑の匹を竣工

其の由来を識す。昭和二八年五月 鵜沼町長 栗木謙二撰 華州書。」すなわち、貯水池が現

在の鵜沼東町と鵜沼西町へ金銭譲渡された後、旧鵜沼町に移管された経緯とともに、明治

24 年の濃尾大震災で堰堤が決壊したことが知られる。その後、大正 7年から始まった工事

で取水口の改修・堰堤の嵩上げが行われ創建時の数倍の水量を有する貯水池となったと記

されていることから、田宮如雲の業績は後世に大きく貢献したといえる。 

 各務原台地における新田開発は江戸時代にも幾度か試みられ、三ツ池新田など小面積の

新田開発に成功したものの失敗例も発生し、大きな課題として残った。田宮如雲の取り組

みは待望の工事であったが、目的とは違う形で成果を上げたものの本来の課題解決には至

らなかった。一方で、各務原市北部の丘陵地帯でも農業用水不足の問題があり、それを解

決するために稲葉郡大宮村村長の横山忠三郎の提案により、明治 21年～23年（1888～1890）

にかけて各務用水の開削工事が行われた。北方の長良川から取水する本体工事は、途中で

美濃帯の丘陵群を越える必要があり難航したが成功している。 

しかしながら、各務原台地への用水供給は実現せず、農耕が始まった弥生時代以来、殆

どの土地は未開拓のまま不毛の地として時が流れていったのである。 

 

１１．まとめ 
 以上に、各務原市域、すなわち各務原台地と周辺の低位段丘、北部の山地帯、南部の木

曽川に焦点を当て、古代から近世に至る遺跡分布の変化などから土地利用形態の変遷を見

た。そして、人と土地環境との関わり合い、変わりゆく社会的背景、そして防災の取り組

みについて、以下のことが明らかになった。 

（１）狩猟採集経済の時代、すなわち旧石器時代と縄文時代においては、食料となる動植

物の生息地と、飲料水や生活水に必要な水源地を近くに担保することが最優先と考えた。

そして、それらの土地環境資源を枯渇させてしまわないよう、定期的に移動生活を繰り返
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していたことが小河川に沿う遺跡分布などから読み取れた。また、居住地を構えた土地の

共通する属性から、水害を回避していたことを指摘した。鵜沼低位段丘においては、木曽

川流路が後退し地形が安定していく過程に連動して、縄文時代の生活域が広がっていく様

相からも、水害を大きく懸念していたことが裏付けられた。 

（２）稲作農耕経済の時代を迎えると、各務原台地上から遺跡が姿を消すことが判明した。

この遺跡分布の変化は、新田を開発するために低位段丘や沖積低地、木曽川の直近へ積極

的に移住したものと理解できる。それまでの絶対的な水害回避の考え方を放棄して低地部

へ進出したことになり、富を得る反面、人が初めて災害に対峙することになったといえる。 

（３）発掘調査の成果より、弥生時代から古墳時代の水田は、洪水による壊滅と再興を繰

り返していることが分かっている。その意味として、経験的に水害を予知し、被災を半ば

前提とした避難という防災対策を講じていたことを推測した。その代りに、想定外の大規

模災害を発生させることはなかったと考えられる。 

（４）古墳時代になると、貧富の差、すなわち権力者の台頭が顕著になり富と権力を象徴

する古墳が各地に建造された。その数は、市域だけでも 600 基以上にのぼる。しかし、古

墳の分布は各務原台地には全く認められず、台地上に農村が成立しなかったことを明確に

示した。逆に、台地北部の新境川流域などに古墳が増大していき、小河川流域の沖積低地

で特に水田開発が成功したことを推測した。 

（５）各務原台地上に農村が成立しなかった理由として、水田の水源となる河川がないこ

とや、砂質土壌のため排水性が高すぎること、また火山灰に由来する pH4.6 という強い酸

性土壌が災いしたと分析した。 

（６）土地環境利用のなかには、その土地に特徴的に存在する資源に基づいて、地場産業

が誕生する場合がある。各務原市域北部の山稜地帯では、8 世紀をピークとして須恵器生

産が発達した。その理由に、蘇原粘土層が蓄える豊富な粘土、窯体の築きやすい美濃帯堆

積岩類の軟質な砂岩層、それらの起伏が成す風通しの良い条件、燃料材の自生などの土地

環境資源の利用が考えられた。 

（７）これまで遺跡や古墳が分布しなかった各務原台地上に、美濃国各務郡衙や、複数の

古代寺院の遺跡が確認されている地域を示した。農地目的ではなく、水害の危険が少ない

高台の土地に都市計画を敷いた最初の例として指摘した。 

（８）神社は、人々が行動する村内で五穀豊穣など祈願するために自生的に生まれたもの
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である。その御神体として、各務原市域の場合は、美濃帯堆積岩類が構成するチャート岩

盤の露頭、すなわち巨石であることが多い。一方、寺院の場合は文化と教養の象徴であり、

それらは政策的に配置され都市機能の一部を担った。例えば、奈良時代においては仏教を

中軸とした鎮護国家政策が進められた。 

（９）主要街道である奈良時代の東山道と江戸時代の中山道は、各務原台地上を長軸方向

へ通過するように路線が敷かれていることが地形との関連で指摘できる。その理由は、水

害の影響で交通が滞ることを避けるためであると考えられた。また、南北方向に通ってい

た旧道は、木曽川畔で渡船場にアクセスしていることが分かった。安全を確保しつつ、地

形の合理的な利用によって、あらゆるルートが確立されたことを示すことができた。 

（10）中山道鵜沼宿内においては、これまで「鍵の手」や「枡形」などの防御機構が設け

られていないと言われていたが、河岸段丘の高低差を利用して同等の機能が備えられてい

ることを示した。 

（11）近世の特殊な堤防に注目した。完全防備のためではなく、冠水を覚悟したうえで住

宅域のみを守るための築捨堤、本堤防を守るための水勢減衰工のための猿尾堤である。こ

れらの仕組みには、地域の土木技術の力量とも関係するが、水害を受容しながら被害を最

小限に抑えるという理論が用いられていると考えた。 

（12）幕末に、各務原台地へ灌漑するための水路工事が計画された。大安寺洞という谷地

形を堤で閉ざして作った大安寺池は、現在でも農業用水の水源として機能しているが、台

地上への灌漑は失敗に終わっている。この工事は、農耕が始まって以来、各務原台地にお

ける農業用水の確保が、重要かつ困難な課題であったことを示す事例として指摘した。 
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第 5 章 各務ヶ原飛行場に始まる近代都市の成立過程 

１．はじめに 

本章では、近代を迎え、不毛の地であった各務原台地が急速に開発されていった理由を

分析した。また、初期の飛行場設備や近代都市成立の過程について、新出文献を含む歴史

資料を調査・整理して叙述した。 

岐阜県各務原市の約 22％を占める各務原台地は、農業に適さない土地環境に置かれ、弥

生時代以降の稲作農耕社会に置かれては原野のまま、ほとんど開発されることはなく不毛

の地であった。それ故に、各務原という地名が成立したのである。 

しかし、江戸時代の末期に、広大な原野ならではのメリットを活かし、旗本が大砲の試

射を行うようになった。明治・大正期になると、旧陸軍の目にとまり大規模な大砲射的場、

そして飛行場へと開発された。役に立たなかった土地に、役に立つ時代が到来し、各務原

のまちづくりは加速した。当地には、過去に幾つかの歴史的転換期が認められるが、飛行

場の完成は最も大きなエポックメイキングであったと指摘できる。なぜなら、飛行場をき

っかけとして航空部隊の基地ができ、航空機工場が進出し、鉄道や公共施設、インフラが

整い航空機産業を中心とする都市が発展していったからである（図 1）。 

そこで、近代史にスポットを当て、原野から都市が発展していく有様を明らかにする。 

 

 
図 1 昭和 20 年頃（終戦前）の各務原市 （陸地測量部,名古屋近傍第六号,1892 年.を改） 
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２．近世・近代の各務原台地 

各務原台地は、江戸時代に各務野と呼ばれた。当時の様子については、本草学者・儒学

者の貝原益軒（1630～1714）が著した『岐蘇路記』に分かりやすい記述がある 1)。各務野

に触れられている箇所には「（略）鵜沼の西のはづれより西に広き野あり。各務野と云。此

辺各務郡なるべし。野の北に各務と云村あり。各務野ひろさ三里四方有と云。但東西は三

里ばかり。南北一里半程にみゆる。此野に田畠なし。ただ青草のみ生ず。野の南に三井山

と云山あり。其山の南木曾川のきはまで野あり。」と記されている。この書は、中山道を旅

した時の日記であるが、広大な各務野に田畠がなく青草のみ生えていたことを伝えている。 

 また、近代の文字資料として、茨城県出身の歌人・小説家である長塚節が、明治 38 年

（1905）に「鵜沼」から「加納」へ続く旧中山道の途中で詠んだ短歌が残されている。そ

れには、「浅茅生の 各務か原は 群れて刈る 秣干草 真熊手にかく」と詠まれている。意味

は、丈の低い茅（原野に群生するイネ科の多年草）が生えている程度の荒涼とした各務原

では、多くの人が秣用の干草を熊手でかき集めていた、となる。これは入会地における日

常の風景を詠んだものだが、明治期に至っても各務原台地の風景は荒涼としていたことを

伝えている。なお、入会地については、後述する。 

 

３．大砲射的場建設による環境変化 

各務野は、幕末から近代にかけて、各務ヶ原と呼ばれるようになった。この地名変化は、

当地が砲術の稽古場になったことに端を発する。上村惠宏は、著書のなかで「各務野の不

毛性という位置づけへの低下が幸いして、不毛性ゆえにこそ注目する、新しい価値観によ

って据え直された」、「『野』よりも日常的生活空間に近い『原』への移行が、地名の中に表

現された」2)などと説明している。つまり、大砲を放てる場所という各務野の新しい価値

観が、不毛の地であった各務野を開拓し、日常的生活空間へ近い、人の気配のする「原」

への変化を導いたという意味である。この間には、「各務野原大砲御稽古場」のように、“各

務野原”という漸移的な地名表記も認められる。以下に、各務野が開拓されていく過程を文

献資料で追う。 

幕末に近い、嘉永 3 年（1850）、前渡村の領主である旗本坪内嘉兵衛昌壽は、伊豆守に

対し砲術・火術の稽古をする旨を届け出ている 3)。この旗本は、代々鉄砲頭として砲術の

稽古場に各務野を利用していた。稽古は、荒井山の北側にて行われたが、前渡坪内氏の陣

屋は、山の南側に置かれ安全は担保されていた（図 2）。嘉永 6年（1853）にペリーが来航

して開国が強く要請されるようになると、安政 2 年（1855）、坪内氏は万が一の非常時に

は鉄砲を持参して江戸へ出張する旨を江戸幕府に通達した。以降、坪内氏は本格的に日決
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め、月決めをして隣村に公示しな

がら稽古を繰り返していた 4)。明

治元年（1868）には、家来の永井

弘衛により「各務野原大砲稽古場

再願い」が、新政府の笠松県へ提

出されている。この時代に坪内氏

が使用した砲架が、永井氏に託さ

れて現在に伝わっている。（写真 1） 

明治４年（1871）に、後の師団

となる鎮台が編制された。明治 9

年（1876）になると、各務野は、

陸軍の名古屋鎮台が使用する砲

兵演習場の候補地として検分さ

れ 5)、陸軍省は入会地の代表地権

者と交渉し、明治 12 年（1879）

に用地を買い上げた 6)。そして翌

年に、工兵科から砲兵科へ引き渡

されている 7)8)。また、明治 22 年

（1889）にも「大砲演習場近傍の

民有地」が買い増しされ 9)10)、約

378町 2反 1畝 3歩 11)（3,750,855

㎡）の土地が大砲射的場となるに至った。明治 15年（1882）、各務原市総務課文書目録番

号 432「御願（下草の払い下げにつき）」によると、明治 22 年までの各務ヶ原諸兵演習場

の面積は、378 町 2反 1畝 3歩（3,750,855㎡）と記されている 12)。一方、『各務ヶ原今昔

史』には、大正 10 年の演習場面積が 1,175,576 坪（3,886,202㎡）と記されているので 13)、

この間に転住も含めた買い増しのあったことが伺える。 

以降も、明治 26 年（1893）に「各務ヶ原近傍被弾地」において転住（立ち退き）の契

約を報告した文書が存在する 14)。この時代の買収代価は、時価よりも低く抑えられており、

「召し上げ」に近い状態であった 15)。 

各務ヶ原大砲射的場によって一変した土地の様子について、『各務原今昔史』16)では「是

までは小鳥や蟲の鳴く音か、獣の鳴く聲のみの此の各務野に、天地も裂くる様な砲聲が響

くやうに成って、安気に飛び廻り、心置き無く巣喰ふ狐狸の心胆を寒からしめ、道行く人

 
図 2 大砲考古場の位置（←：弾道、〇：砲兵野営廠舎） 

 
写真 1 旗本坪内氏が使用した砲架（各務原市歴史民俗資料館蔵） 
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は砲聲の音に驚きて首を縮め足を早めて通り過ぐるまでに、各務原の情景は全く一変され

たのである（原文ママ）。」と分かりやすく表現している。それまで静寂だった各務野の環

境が、大砲によって一変した様子が手に取るように分かる記述である。 

この射的場の正式名称は、各務ヶ原大砲射的場である。そこで演習をした部隊は名古屋

の歩兵第六連隊、山砲兵第三大隊第一中隊、軽重兵第三小隊などが知られる 17)18)19)。また、

金沢から歩兵第七連隊第一大隊、第二大隊、第三大隊が片道 6泊 7 日の行程で各務原を往

復する演習を行った記録が存在し 20)、中部圏の演習場として機能していたことが分かる。 

明治 32 年頃のこと、大砲の威力増大が原因で実弾射撃が中止された。砲弾が防波堤に

なるはずの三井山（109.9ｍ）を越えて集落の水田に落下した。以来、射的場は諸兵の演習

に時々使用される程度になった 21)。大砲の弾道距離が長くなり、さすがの各務ヶ原射的場

でも不向きとなると、大正元年（1912）に、用地が陸軍省から内務省へ移管された。明治

44 年（1911）に演習場を一部売却処分する件の決裁文書 22)が見られ、そこには「将来は

（演習場として）残置の必要がない」と記されていた。一方では、内務省側に木曽三川分

流工事によって土地を失った東江村（現岐阜県海津市）の住民に対して、各務原の土地を

代替地として提供し入植させる計画が持ち上がった。ところが、これらの売却処分に対し

て、旧所有者であり、入会権を維持していた那加村（現各務原市那加）の村民は土地の払

い下げに猛反対し、買い戻しを要求するなど、元県会議員である那加村長の遠藤儀作が総

代となって、陸軍省と内務省へ直接に陳情する。その結果、「各務ヶ原は陸軍演習地として

必要」との見解に返り咲き、土地は再び陸軍の管理に戻され、この件は立ち消えとなった。

この騒動と同時に、各務原が航空隊設置の候補地として内定されるかもしれないという噂

を聞きつけ、陸軍所有のままであることに期待を抱く人達もいたようである。ここに、土

地の利用形態に対する不安とは裏腹に、実の経済的利益を期待する住民意識が垣間見られ

る。その後、演習地の土地は、実際に飛行場として新たな展開を迎えることになる。 

 

４．飛行場開設の理由と目的 
第一次世界大戦を経て、各国で戦争における航空機の有用性が認識された。日本では、

大戦中に輸入できた航空機はわずかで、航空機の技術面でも運用面でも欧州諸国から大き

く遅れをとっていた。そして、外国人軍人や技師から航空戦術や航空技術を学び航空機を

開発・生産することが危急の課題となった。大日本帝国陸軍は、明治 44 年（1911）4 月

に我が国初の飛行場を所沢に開設した。そして、大正 6年（1917）に第二の飛行場として、

各務ヶ原飛行場が完成する。 

 各務原が飛行場の用地に選ばれた理由として、既往の研究では、地形が平坦で排水が
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よく、地面の笹や芝草が着陸時の衝撃を和らげるということが指摘されている 23)。しかし、

このことは、より大きな理由に付随した利点であったにすぎないと思われる。反対に、理

由を最も端的に述べるとすれば、大砲射的場という既得の軍用地が存在したことである。

ただし、射的場時代の用地では不足だったため、大正５年（1916）から翌年にかけて土地

の買い増しと地均し工事が行われている 24)25)。この時に拡張された範囲は不詳だが、用地

内に既存する道路や排水溝の管理換えについて触れた決裁文書 26)27)の内容が鵜沼地域を

対象としていることから、大砲射的場より東方、主に二十軒から東の範囲が買収の対象で

あったと推定される 28)（図 3中の飛二飛行場部分）。 

飛行場が当地に誘致されることになった、より大きな理由を考えるために軍の戦略に目

を向ける。当時、三大飛行場といわれた所沢飛行場（埼玉県）、各務ヶ原飛行場（岐阜県）、

大刀洗飛行場（福岡県）は、首都から九州北部を結ぶほぼ直線上に 600km 以内の等間隔で

並んでいた。このことから、当時の航続可能距離の範囲内で飛行場の設置条件を満たす土

地が、飛行場に選ばれていると理解できる。つまり、各務ヶ原飛行場は、西日本や朝鮮半

島へ航空機や物資を移送するための拠点飛行場としての機能を担う目的があったと考えら

れる。 

一方で、別の見方も可能である。それは、各務原台地の西半部及び那加地区北部の山地、

合わせて 1,300 町歩（約 1,300ha）という広大な土地が更木八ヶ村（更木郷を構成する八

つの村）の入会地だったことである。八ヶ村とは、長塚・新加納・西市場・桐野・岩地・

山後・前野・北洞村（全て現各務原市）である。入会地とは、権利を有する村々が立ち入

って利用することの出来る共有地のことである。そこでは、田や畑は出来なかったが、様々

な林野の産物（飼料用の秣、堆肥用の芝草、燃料用の落葉・枯枝）を自家用、公用として

採取することができた（図 4）。これらの入会地は、永禄年間に織田信長が美濃国を攻略し

 
図 3 各務ヶ原大砲射的場と飛行場全体 （国立国会図書館デジタルコレクションを基に作成） 
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た折、帰依した手力雄神社へ寄進したものといわれている 29)。 

 江戸時代を迎えると、幕府側は年貢を徴収するために入会地を度々検地し、耕地を増や

すための開拓を働きかける。ところが、村人たちは開拓の重荷と年貢の負担増を懸念して

強く反対している。一部地域では、新田開発が試みられたり、小物成の石高が賦課された

りすることはあったが、大部分の入会地は原野のまま維持されていった。つまり、入会地

であったことが各務野の開拓を遅らせた大きな原因となり、後に大砲射的場や飛行場を誘

致する結果に繋がったと考えられる。 

 その頃、全国的に見ても陸軍は入会地に注目していた。その理由は、広大な入会地は総

じて未開拓で人里から少し離れた場所にあり、自由な開発を計画することができたからで

ある。同時に、入会権を持つ旧村部落が村や町という行政区に発展していく過程で、入会

地は村・町有財産となり自治体財政のための開拓や売却が促進されていったのである 30)。 

入会権を持っていた旧村の不満などが絡みはしたものの、陸軍省との交渉を経て大砲射

的場の用地を皮切りに、飛行場用地、国鉄高山線敷設用地、高等農林学校用地、各務原鉄

道敷設用地、境川放水路開削用地、県立岐阜養蚕試験場建設用地（現各務原市役所）、川崎

航空機工業建設用地への売却が進んでいった。大砲射的場に端を発した各務原の急速な近

代化は、広大な入会地の存在がなければ成し得られなかったといえる。 

 
図 4 寛政年間の各務野入会地（徳川林政史研究所蔵） 
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５．初期における飛行場利用の実態 

航空機を飛ばすには、飛行場と共に航空機を扱える部隊も必要である。大正 4年（1915）

に気球隊は解散され、新たに航空大隊が所沢で編成された。この大隊は、大正 6年（1917）

に航空第二大隊が新設されると、航空第一大隊と改称された。そして、両航空大隊は所沢

飛行場に次いで新設された各務ヶ原飛行場へ移される。大正 7 年（1918）10 月に航空第

二大隊が鵜沼へ（写真 2）31)、大正 9 年（1920）5月に航空第一大隊が那加へ（写真 3）32)

移駐した（図 3）。また、同年に航空第三大隊の一部を第一大隊の内部に新設した。第一大

隊は戦闘活動、第二大隊は偵察活動を主任務とした。 

名古屋第三師団の管轄である各務ヶ原演習地（大砲射的場）が廃止の手続きをとったの

は、大正 10 年（1921）8月 2日のことである。その総面積は 1,175,576 坪（3，886, 202

㎡）と広大なものであった。両航空大隊が各務原へ移駐した当初、第三師団の砲兵が演習

していた時期と少し重なる。

その頃、各務ヶ原飛行場東部

で訓練をしていた航空第二

大隊に、以下のようなエピソ

ードがある。「今なら航空隊

といへば相当認めてもらへ

るが、当時はまだまだ新米の

航空大隊であるから、ウツカ

リ第三師団の大切な演習場

へは入つては行けない。仕方

なく練兵場の東側を買収し

て飛行場としたのであった。 

…（中略）… 飛行演習は風

の無い時を選び、毎朝五時に

始まり十時に終るのである

が、或る朝、滑走路を点検し

てみると、いつの間にか歩兵

の演習があつて、土の色も美

しい散兵壕（散兵が敵弾から

身を守り射撃するために掘

る壕）が滑走路地区の中央を

 
写真 2 昭和 6 年頃の飛行第二聯隊全景 北より （航空自衛隊岐阜基地所蔵） 

 

写真 3 大正 11 年頃の飛行第一大隊全景 北より （航空自衛隊岐阜基地所蔵） 
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見事縦断してゐる。今朝こそはうんと飛ばうと張り切つた猛者共は、うらめしさうに掘ら

れた穴を眺めてゐても仕方がないから人夫を集め、一同作業監督に早変りして復旧に急ぐ

のである。『居候みたいなもんだから仕方がないさ。』『まア元気でやれ。歩兵も悪気でやつ

たのではないからな。』」欝憤をシャベルに凝めて働くと、空では雀がチュウチュウ鳴くと

いふようなこともあつた。（原文ママ）」33)と、古参の砲兵隊と新参の航空隊との関係が面

白く描写されている。 

これらの描写から、航空部隊の地位が認められるようになるには相当の時間を要したこ

とが伺える。日本に飛行場が開設された当初、飛行機の基数、パイロットや整備士の人数

を充実させることが喫緊の課題であったが一斉に実現するわけではなく、まずは飛行場の

用地を獲得したのみで、航空部隊の基地が建設されつつも歩兵演習と土地を共用していた

ことが分かる。 

 

６．飛行場施設の建設 

 各務ヶ原飛行場とは、陸軍が取得した飛行場用地全体の総称である。既述のとおり、主

に明治 22 年（1889）までに買収した大砲射的場用地と、大正 15 年（1926）に追加買収し

た飛行場用地を合わせた約 499haという、当時最大の飛行場である。各務ヶ原飛行場のな

かでも、初期の大正 6 年（1917）に滑走路や格納庫等が整えられたのは東部で、翌年に航

空第二大隊が移駐する鵜沼地区の飛行場である。現在の鵜沼朝日町一帯となる。この飛行

場は、各務ヶ原航空第二大隊飛行場と呼ばれることもあった。昭和 9年（1934）の頃にな

ると、この大隊は飛行第二聯隊に昇格し、専用飛行場は飛二飛行場と称されていたことが

知られる 34)。終戦時には、東飛行場と呼ばれていた。 

 大正 8年（1919）2月から 8 月の約半年、航空機の先進国であるフランス航空教育団を

招聘した。飛行機の供給と飛行技術の教育を受けることが目的であった。その訓練場とし

て、急遽、野村飛行場（写真 4）が準

備された。この飛行場は、三柿野駅（当

時は補給部前駅）の南側に存在した野

村集落に隣接した。 

陸軍は、前年の大正 7年（1918）に、

練習場が必要になることから第三師団

に属していた各務ヶ原演習場の一部を

使用し、同地に若干の仮建物を建設す

ることを要求した 35)。また、臨時航空  
写真 4 野村飛行場全景 南より 

 （航空自衛隊岐阜基地所蔵） 
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術練習委員の建物は、急

を要するため土木作業の

必要がない位置に建築す

るよう勧めている。例え

ば、地盤の低い位置は盛

土が必要になるため作業

に時間を費やすと説明し

ている 36)。さらに、翌年

の 2 月には、第三師団の経理部へバラック式の炊事場（二間三間六坪）1 棟を 1 ヶ月以内

に建設するよう指示しており、全ての工事が緊急で行われたことを伺わせる 37)。大正 8年

（1919）１月 17 日付の『新愛知新聞』には、「同隊（航空第二大隊）に隣接する各務ヶ原

中央部を臨時飛行場に当てて行はれる」と記述されている。陸軍はフランス航空教育団の

ために、航空第二大隊の飛行場に加え、野村飛行場を設営し航空術の演習に充てたのであ

った（写真 5）。このような、先進国のフランスを受け入れる準備の顛末を見ても、各務ヶ

原飛行場の用地が確保されたものの、未だ本格的に機能していない実態を垣間見ることが

できる。 

この頃、野村飛行場の付近を南北に通る二つの郡道（稲葉郡の管理道路）の通行につい

て取り上げた決裁文書が見られる。両郡道は、臨時航空術練習のため通行止めの必要が生

じたが、岐阜県知事の要望を受けて、重要な道路であるため車馬が差し支えなく通行でき

るよう、飛行場の地均し工事と兼ねて道路の改修を認めるという、回答書案の存在が知ら

れる 38)。この道路は、愛知県側と連絡する幹線として、通勤や物資の輸送のために多くの

一般人が利用していた。本件により、飛行場の広大な用地のなかに取り込まれた公道につ

いて、使用権の問題が発生していたことが分かる。 

大正 9 年（1920）になると、航空第一大隊が移駐することになるが、鵜沼には余地が残

されていないため、那加南部（現在の航空自衛隊岐阜基地南東端部）に飛行場や格納庫が

建設された。こちらの飛行場は、昭和 9年（1934）の頃には、飛行第一聯隊が使用する飛

一飛行場と称されている。終戦時には、西飛行場と呼ばれていた。 

各務ヶ原飛行場に二つの大隊が揃った大正9年（1920）9月、大隊へ航空器材の補給なら

びに修理を担う軍の組織、陸軍航空本部補給部各務原支部が創設される。その場所は野村

飛行場の付近で、フランス航空教育団の帰国後に不要となった臨時航空術練習委員の建物

を含む一切は、補給部へ継承された。以来、業務の拡張、職員・工員の増員に向けて、大

正10年（1921）には、フランスから得た飛行機の格納庫1棟を新築39)、翌年には油脂庫及

 
写真 5 野村飛行場格納庫と練習機 （航空自衛隊岐阜基地所蔵） 
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び職工休憩所が竣工40)、また構内に水道が敷設された。大正13年（1924）3月には、鉄骨

製発動機試運転場1棟が竣工し、各務原に一異彩を放ったという41)。昭和４年（1929）に

は、飛行機組立庫や診療所が完成する42)。この飛行場は補支飛行場と呼ばれ、後に各務ヶ

原飛行場のなかでは唯一、舗装された滑走路が建設される。終戦時には、中飛行場と称さ

れた。 

 

７．各務ヶ原飛行場に関する米軍資料 

 太平洋戦争期の日本に関する米軍資料のうち、

「CONFIDENTIAL/UNITED STATES PACIFIC FLEET 

AND PACIFIC OCEAN AREAS/AIRWAYS DATA 

CHUBU CHIHO/SPECIAL TRANSLATION NUMBER 

29/CINCPAC-CINCPOA/BULLETIN NO.45 ・ 45/20 

FEBRUARY 1945」43)が注目される（写真6）。訳すと、

「極秘資料 米軍太平洋艦隊と太平洋戦域 航空

資料 中部地方 特別翻訳番号29 太平洋艦隊司令

長官兼太平洋戦域最高司令官 速報番号45・45 

1945年2月20日」となる。この資料のなかに、「12．

各務ヶ原飛行場（1934年6月調査）」という項目が

ある。これは、昭和19年（1944）6～7月のサイパン島の戦いにおいて、米軍が日本海軍か

ら捕獲した資料の一部で、和文だったものを英訳したものである。捕獲された資料とは、

海軍の水路部より1935年に出版 （1936年改訂）されたもので、日本、朝鮮、台湾の飛行

場や緊急離着陸場の情報などが掲載されていた。なかでも、極秘出版物第324号のなかに、

中部地方の各飛行場について詳細な記述と写真、図面が収録されており、各務ヶ原飛行場

については17頁にわたる記載がある。 

英訳は、昭和20年2月20日に行われているが、各務ヶ原飛行場の記載内容は、旧日本軍

が昭和9年（1934）に調査したものである。したがって、太平洋戦争以前における各務ヶ

原飛行場の様子を知る貴重な資料となる。なお、一連の資料には、各務原以外の中部、近

畿、中国、四国、九州、関東、奥羽地方、及び朝鮮、台湾の飛行場に関する記録も含まれ

ている44)45)46)47)。 

以下に英文を翻訳し、各務原台地の特徴や飛行場関連の設備、街づくりの様子が記述さ

れた部分を抜粋し、最後に考察する。 

各務ヶ原飛行場は、各務原台地の上、中山道と木曽川の間に位置する。西側から順に飛

 

写真 6 航空資料（中部地方） 

（国立国会図書館デジタルコレクション） 
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行第一聯隊、補給部各務ヶ原支部、飛行第二聯隊が使用する3つの飛行場で構成される。

補支飛行場と飛2飛行場との境には、南北に伸びる谷地形（深さ3m）がある。雨が降ると、

谷には少量の水が流れる。飛1飛行場と補支飛行場は隣り合い、この当時は別々に使用さ

れているが、同時に使用される場合もある。 

各飛行場では、滑走路の位置関係と風向きを考慮して、横風・西風・東風でも離着陸で

きるよう練習が行われた。また、離陸・着陸時の旋回方向が決められていた（図5）。風

向きは基本的に西風で、木曽川に沿う西北西の風が頻繁に吹く。気候は穏やかで晴天日が

多く、風も穏やかである。雷雨が発生したとしても、滅多に各務原を通り抜けることはな

い。冬の吹雪は頻繁に発生する。 

飛行第一聯隊飛行場（飛１飛行場）の規模は、東西の長さ2km、南北の幅0.9kmである。

滑走路の規模は、東西の長さ1,200m、南北の幅400mである（図6）。 

地面は平坦で、芝に覆われるが軟質である。冬に芝は枯れて消え、方々で地面がむき出

しになる。排水は平坦地形のため特に悪い。気温の高い日が続くと土埃が舞い上がる。ま

た、長雨や雪が解けたときには場内は泥のようにぬかるむ。乾燥した天候下でも、地面が

少し柔らかいので重爆撃機の轍が残る。他のタイプの飛行機では、雨天でさえトラブルは

ない。北東の隅に近い土地は、最近平らに整地されたため、少し柔らかくなっている。 

滑走路には移動照明を取り扱うための１本の道が南西に見られる。この道はわずかに低

く、飛行場の土が柔らかいため砂利が敷かれている。補支飛行場の西方には、暗渠排水路

の工事跡が見られる。この辺りの地面は全体に軟質である。離着陸エリアは区分けされて

いないが、東向きであっても西向きでもあっても、南半分は離陸用、北半分は着陸用に使

用される。施設は、4つの格納庫、照明灯、着陸用無線羅針装置、吹流し、着陸エリア投

光航空障害灯などがあった。陸軍は、西側の道を越えたところの土地と、国有財産区の北

側の西半部に地役権を持っていた。また、西部に岐阜衛戍病院の各務原分院が置かれた。

 
図 5 各務ヶ原飛行場位における旋回規則 （国立国会図書館デジタルコレクションより作成） 
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電話線の高さは12mで、その北境界線の直ぐ外側を、飛行場に沿って東西に通る。普通

の送電線は高さ7mで、南側にある。陸軍の浄水場は、兵舎と格納庫に綺麗な水を十分に供

給していた。 

補給部各務ヶ原支部飛行場（補支飛行場）の規模は、東西の長さ2km、南北の最大幅 

0.7km、最小幅0.3kmである。滑走路の規模は、東西の長さ1,300m、南北の幅250mである

（図7）。地面の東半分は傾斜がなく平らであるが、西半分の中央あたりから西へ向かっ

て1/200勾配の傾斜が始まる。表面は芝と笹で覆われている。水はけは良く、雨水は南側

の池に排出している。長雨が続いた時以外は、逆流することはない。 

場内には2本の公道が縦走しているが、飛行機の離着陸の障害にはならない。北の憲兵

分遣所庁舎の真西と南の駐屯地跡とを結ぶ線上に、航空部各務原支部飛行場と第一聯隊飛

行場との境界が存在するが、双方の滑走路は時々共用されていた。 

施設は、格納庫、軽油の貯蔵施設、補給部支所、作業場などがある。川崎航空機工業は、

 
図 6 飛 1 飛行場全図（昭和 9 年） （国立国会図書館デジタルコレクションを一部改） 
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航空部各務原支部に北接し、三菱飛行機工場は東側に位置する。川崎飛行機は、近くに私

有の飛行場を持っている。補給部各務原支部の敷地内に格納庫や作業場など、高さ20mの

建物がある。三菱飛行機工場は、高さ30mのクレーンを所有している。荒井山の北麓には、

4つの軽油貯蔵施設がある。飛行場の南に軽油貯蔵施設があり、その北側に池がある。 

北東2.5kmのところに各務山 (170.3m)があり、南西 500mのところには荒井山(71.7m)

と長根山(86.2m)が東西に連なる。各務山の山頂には赤色の航空障害灯があり、長根山に

は吹流しがある。赤色の航空障害灯は、長根山の500m南に位置する矢熊山(87.3m)の頂上

にも設置されている。  

飛行第二聯隊飛行場（飛2飛行場）の規模は、東西の長さ1km、北西の幅0.4～0.9kmで

ある。滑走路の規模は、東西の長さ800m、南北の幅300～500mである（図8）。 

地面は平坦で堅く、東側から西側へ向かって緩い傾斜がある。排水は良く、雨水は西側

の谷に流れている。表面は芝と笹で覆われていて、地盤は日射や雨量、季節の変化に悪影

響を受けない。いかなる地面の状態でも、飛行機は問題なく離着陸ができる。 

 
図 7 補支飛行場全図（昭和 9 年） （国立国会図書館デジタルコレクションを一部改） 
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着陸エリアには、移動照明を使用するための専用道路が東側の南半部にある。南半分は

離陸用、北半分は着陸用として使用される。陸軍は、飛行場の東側にも地役権を持ってい

るが、そこは土地が高く針葉樹の林がある。 

施設は、7つの格納庫、着陸用無線羅針装置、吹流し、着陸場投光照明灯などがある。

格納庫の南側は飛行第二聯隊の土地で、兵舎と他の建物がある。陸軍の給水設備は、兵舎

と格納庫に大量の良質な水を供給する。 

以上のとおり、この米軍資料は昭和9年における各務ヶ原飛行場の規模や設備、また航

空規制なども知ることのできる貴重な文献である。各務原台地の地形を活かし偏西風を利

用した滑走路の配置、池を利用した暗渠排水設備、豊富な木曽川の地下水を汲み上げる給

水設備など、土地環境を巧みに利用した飛行場、及び周辺の様子が本文と挿図から捉えら

れる。その他、兵舎や病院、本稿では省略したが警察、輸送機関なども、飛行場を中心と

して機能していたことが記されている。 

また、各務原台地の土壌特性についても、資料の随所に表れており、芝や笹で覆われる

ものの地表面が露呈していたことや、黒ボク土壌が乾燥すると舞い上がり、雨で湿ると泥

 
図 8 飛 2 飛行場全図（昭和 9 年） （国立国会図書館デジタルコレクションを一部改） 
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質化し轍が生じやすいことなどが記されていた。昭和9年（1934）には、滑走路は舗装さ

れていなかったことも分かる。 

 

８．鉄道の開通と航空機工場の進出 

 飛行場が開設された大正6年（1917）には、当地に鉄道は開通しておらず交通に不便な

地域であった。軍の関係者は、岐阜から中山道を利用して自動車通勤をしたが、多くの労

働者は徒歩か自転車で飛行場に通った。徒歩の場合、岐阜柳ヶ瀬から美濃町線の電車を利

用して琴塚駅で下車、そこから約7kmを歩いたという。また、飛行機や資材輸送も馬車運

搬に限られていたため、鉄道の早期実現が強く求められるようになった。 

 陸軍は、飛行場の近くへ鉄道の軌道を要求した。そして、大正9年（1920）11月、岐阜

駅を起点に長森・那加・各務ヶ原の3駅が完成し、国鉄高山本線として蒸気機関の車両が

運行を始めた。この当時、駅舎は集落から離れた場所に作られることが多く、開業当初の

那加駅周辺も民家はほとんどなかった。翌年には鵜沼駅が完成し、各務ヶ原～鵜沼間が開

通した。 

 一方、各務原鉄道株式会社の電気軌道も検討され、諸般の事情から高山線と並行する形

で敷設された。大正15年（1926）1月、安良田（現在の名鉄岐阜と田神の間）～補給部前

（現在の三柿野駅より300mほど西側）間が開通、同年8月には補給部前～二連隊前（現在

の名電各務原）間が、昭和2年（1927）9月には二連隊前～東鵜沼（現在の新鵜沼）間が開

通し、長住町駅（現在の名鉄岐阜）までの全線が開通したのは昭和3年（1928）12月のこ

とである。 

 開業当初は、折しも不景気の時期と重なり、十分な収益を得ることが困難であった。し

かし、飛行場の施設や軍需工場が拡張され、沿線にも少しずつ住宅や商店が建ち始めると、

乗降客は増加の一途をたどった。しかし、通勤客を確保したものの営業収入が思うように

伸びなかった各務原鉄道は、各務原競馬場や各務原球場という娯楽・観光施設を開設する

など集客を図っていった。 

各務原台地は農耕に適していなかったものの、全体としては農業を中心に生計が成り立

つ地域であった。昭和初期に生産されたのは、酸性土壌に強いといわれる甘藷や、養蚕に

必要な桑の葉などである。昭和3年（1928）に、甘藷生産は鵜沼村・蘇原村・那加村が県

下生産量の1位から3位を占めるようになり、養蚕業では鵜沼村が県下一の生産量を記録す

るほど盛んになった48)。 

一方で、各務原台地の大部分は、大正6年（1917）に飛行場が設置されると一変して、

都市化が進んでいった。自動車製作と共に航空機の将来性に注目して進出を狙っていた川
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崎造船所は、大正7年（1918）に、フランス・サルムソン社からサルムソン2A-2型偵察機

（写真7）、およびAZ-9型発動機の製造権を獲得するとともに、見本となる機体を購入し

て航空機製作への第一歩を踏み出した。同時に、陸軍でもサルムソン2A-2型偵察機の国産

化を試みるが、正式な量産化のために川崎造船所へ試作命令を出した。これを受け、神戸

に機体組立工場を増設し試作機の製造準備に取りかかった。 

一方、大正10年（1921）10月になると、川崎造船所は蘇原村三柿野（現各務原市蘇原三

柿野町）に工場用地（200,200㎡）を購入して格納庫と試験飛行設備を整え、また、飛行

機組立工場の新設に着手した。翌年9月には、川崎造船所飛行機部が独立し各務原分工場

が完成した。同年11月、神戸市でサルムソン2A-2型偵察機の試作機2機が完成した。試作

機は貨車で岐阜駅、岐阜駅から牛車で中山道を通って各務原まで運ばれ、飛行機部で組み

立てられてから初飛行が行われた。その後、陸軍に乙式1型偵察機として制式採用され、

昭和2年（1927）までに約300機が生産された49)（写真8）。この時の機体が、川崎造船所

における最初の量産機となった。 

 川崎造船所飛行機部では、高まる需要に備えて従業員の増員、工場の拡張、機械の増設

を行っていたが、神戸市の機体・発動機工場が狭くなったことから、昭和11年（1936）6

月、機体工場を各務原へ移転・拡充させることに

なった。この各務原工場の拡張は、第1期と第2

期に分けられ、第1期工事は昭和12年（1937）8

月までにその大部分を、第2期工事は昭和13年

（1938）までに完了する計画を立てた。人員拡充

については、昭和12年（1937）9月を目途に職員

200名、工員1,000名、

合計1,200名におよぶ

人員を神戸から移住さ

せた。また、岐阜県在

住の住民を募集し、養

成工として3ケ月の技

術技能教育を施したう

え工務に従事させた。

同年4月には、各務原分

工場は各務原工場に昇

格した（写真14）。 

 

写真 7 サルムソン 2A-2 型偵察機 
（乙式一型偵察機） 

 
写真 8 川崎造船所飛行機部サルムソン 2A-2 型偵察機組立工場(大正 12 年頃） 

（各務原市戦時記録編集委員会編，『各務原市民の戦時写真』，1998 年．） 
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 昭和12年（1937）11月18日、川崎航空機工業が

設立され、飛行機生産部門を川崎造船所から分離し、

各務原工場では機体を、神戸工場では発動機（エン

ジン）を生産するという体制が整えられた（写真9）。

昭和14年（1939）2月、川崎航空機工業株式会社各

務原工場は岐阜工場と改称されたが、飛行場の使用

や社宅・交通事情が限界に近くなったため、翌年に

明石発動機工場と明石機体工場が新設され、この体

制が終戦まで続いた。 

一方、本家である川崎造船所は、昭和14年（1939）12月に、社名を川崎重工業株式会社

へと変更した。ちなみに、戦後、川崎航空機工業岐阜工場の後継会社が川崎重工業に合併

したのは、昭和44年（1969）になってからのことである。 

もう一つの大手航空機メーカーである三菱重工も、各務原へ進出した。昭和2年（1927）

3月に、蘇原村三柿野と那加村（現各務原市那加）の入会地（補給部の東側）に三菱内燃

機株式会社名古屋製作所各務原格納庫（兼整備工場）が設置された。その後、本社の改称

に伴って三菱航空機株式会社名古屋製作所各務原格納庫、三菱重工業株式会社名古屋航空

機製作所各務原格納庫と改称されていった。この施設では、名古屋航空機製作所（現愛知

県名古屋市港区）で生産した航空機を各務原まで運搬して（写真10）、試験飛行と陸軍へ

の納入作業が行われた。各務ヶ原飛行

場へ搬入されて初飛行した三菱製の航

空機で有名なのは、零式一号艦上戦闘

機（通称零戦）の試作1号機である。こ

の試験飛行は、昭和14年（1939）4月1

日に各務ヶ原飛行場で行われた。この

試作機から発展した機体が、翌年7月24

日、零式一号艦上戦闘機として制式採

用に至っている。 

 

９．まちづくりの加速 

 その後、三菱重工の各務原格納庫は拡充され、昭和14年（1939）の岐阜県の調査によれ

ば業務は航空機製作とあり、300名の労働者が従事していたことが分かる。それ以後も徴

用工などの労働者数は増加し、名古屋航空機製作所のもとで、複座偵察機キ51・6司令部

 

写真 10 陸揚げされる三菱九六式陸上攻撃機(年不詳） 

（各務原市戦時記録編集委員会編,『各務原市民の戦時記録』,1999 年.） 

 

写真 9 各務原工場開所式（昭和 12 年） 

（各務原市戦時記録編集委員会編， 
『各務原市民の戦時記録』，1999 年．） 
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偵察機キ4・重爆撃機キ67などを生産し

た。 

川崎航空機工業では、1,200人もの人

員拡充を行うにあたり、神戸市から家

族単位で社員を移住させるなどの一大

計画が図られた（写真11・12）。この

計画は昭和12年（1937）に達成をみる

が、この時に神戸という都市から岐阜

という地方へ移住しなければならなか

った社員の心境について、以下の座談

会の内容から知ることができる50)。 

【谷本】岐阜の工場が移転した頃のことについて・・・。 

【土井】昭和11年の初め頃から移転問題が盛んに話題になった。 

【仙波】移転して拡充するとの話は毎年ありました。各務原へ行ったらよいと9月頃から

話があった。今年もまた毎年の様に噂にとどまる・・・と思っていたところ11年に入って

本当に移転することに決定し、実のところ慌てましたよ。 

神戸は本当に住みよい処ですしね。大林組が、どしどし工事をやり出した。分工場や、

その近所の分工場所属の飛行場で第一期工事が出来たのはこの頃です。それと共に各務原

で暮らすようになる工員さんが気の毒だ。神戸で相当暮しをしていた人は怒るに違いない

から神戸から来る人になるべく喜んで来てもらうと苦心して作ったのが那加の社宅なんで

す。この社宅の間数は、この辺の田舎の人に取っては少ないですが神戸の人であれば、あ

れで充分なのです。そしてガス、水道を引込み岐阜の人より高級な生活が出来るようにな

っていた。それに購買所も病院も立派なのを作り、またクラブハウスとか運動場も作って、

一応の福利施設を完了した。後で多少増えたが最初に約600戸建てました。小さな社宅は

雄飛ヶ丘から少し離れた楠町にも建てた。話にならぬ苦心をしましたよ。 

【荒井】厭々でなく岐阜へ移って来て貰うために予備知識用のパンフレットを作って、岐

阜市の名所旧跡とか、別嬪が多いとか・・・そんなことまで書きたてましてね。（笑） 

【仙波】芸者の数まで書いてあった。（笑） 

今は皆さんがそんなに大笑いされるが当時としては一生懸命でしたよ。 

【荒井】岐阜へ来るのは八子さんか、私かと言うことになった。しかし私は   

OKしなかったので八子さん岐阜に来ることになった。 

【土井】移転する気のない人は辞めてくれと会社は俄然強気に出た。あの時1,200人位移っ

 

写真 11 川崎社員移住の新聞記事 
(昭和 12 年 3 月 20 日) 
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て来た。 

【谷本】希望者を募らなくて社命で移

転命令を出したのですね。 

【土井】「工場全体が移るんだから不

平を言ってくれるな」と一寸強気に出

たんです。 

【谷本】大部隊の移転で神戸からの輸

送に困ったでしょうね。 

【荒井】輸送をしようとすると貨車が

全部軍に取られていたので輸送が出来

ない。その貨車を廻して貰うために私

はどれ程走り廻ったか分らない。私が

なんと輸送委員長にさせられましてね

（笑）。うまくゆかんのでトラックを

使うことになった。 

【仙波】あんな大がかりでトラックを

動員して走らせたのは他社まで前例の

ないことで世の話題をさらった。 

【荒井】あの時は神戸の家を畳んでね、岐阜へ家族ぐるみで引き越して来て暮らすのに不

自由のないようにせよと言うのが会社の命令です。そうすると、どうしてもトラックで家

財を運ぶ以外に手がないのです。それでも一 日位宿屋に泊って貰わなくてはいけない。だ

から「引越し準備が出来た」と本人が申し出ると直ぐトラックを廻すのです。家財を積込

み終ると同時に家族が出発し・・・そういう事を極めてスムーズにやれと言われましてね。

【仙波】荒井さん・・・あなたはそんな段取りは苦手でしょうね。全く大部隊のあの引越

しは大変でした。送り込む方も受け入れる方も大変でした。よくまあ曲がりなりにもやれ

たと思いますよ・・・。 （以上） 

 

 こうした不安を少しでも解消するべく、隣接する岐阜市では転勤者のための受入態勢を

固め、教育施設、風土、物価などをまとめた小誌『住みよい岐阜』のPRに努めるなど、受

け入れの準備が進められた。 

工場の大規模移転にともない、最も問題となったのは住居環境である。昭和12年3～9月

の新聞記事を見ると、「本格的川崎景気は、初夏の訪れと共に岐阜市を潤すこととなり」

写真 12 川崎航空機工業が各務原へ移転する新聞記事(昭和 12
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と報じられている。一切の設備が完

成し、5月上旬から社員・職工の移

住が始まるということで、岐阜職業

紹介所に借家・借間の申込みが殺到

した。賃貸物件は、職工向住宅（7

～10円）320軒、社員向住宅（10～

30円）130軒、家賃は不明ですが借

間2食付140室と書かれている。また、

「従業員と職工は新築中の那加村・

蘇原村の社宅に引っ越すが、幹部級

は全て岐阜市郊外（本荘地区）に借

家を求めた」と書いた記事も存在す

る。このように、川崎造船所社員の

移住は、各務原のみではなく岐阜市

にも好景気をもたらしていた。 

川崎航空機工業でも、工場近隣の

 
写真 13 昭和 13 年頃の那加村（背景写真は昭和 23 年米軍撮影） 

 

写真 14 川崎運動場 

（各務原市歴史民俗資料館所蔵,絵葉書,バラ,詳細不詳）  

 

写真 15 各務原川崎病院 

（川崎造船所,各務原川崎病院竣工記念絵葉書,1937 年.） 
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那加村に転勤者1,200名を収容する寮・社宅（現那加雄飛ヶ丘・蘇原旭・那加楠）を建設し、

併せて川崎病院（昭和12年9月開院）、雄飛浴場（同年10月開湯）、共済会各務原購買所

（同12月開所）、総合運動場などの厚生施設を整備した（写真13～15）。そして、総従業

員数は45,000人というピークへ向かっていった（図11）。 

一方、行政側では転入者を迎え人口が急増した那加村が（図9）、昭和12年（1937）に

那加駅前に那加尋常小学校の分教場を設立し、町制施行後の昭和15年（1940）に那加第二

 
図 9 人口の推移 （『岐阜県統計書』より） 

 

 

図 10 工場配置図（昭和 20 年） 

（各務原市歴史民俗資料館,特別企画展「戦後 70 年明日の各務原市へ」,会場配布資料,2015 年）． 
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尋常小学校（現那加第二小学校）として分離独立させている。 

以上のとおり、大型工場の進出によって、それを支える住居環境やインフラの整備も急

速に進められていった。こうして、各務原は単なる農村や野原ではなく、時代の最先端を

担う航空機産業都市としての性格を帯びていったのである（図12）。各務原台地の特性が、

社会的なニーズの変化によってデメリットからメリットに置き換わった歴史を見た。 

 

１０．現代の各務原市 

 最後に、現代への歴史について付記する。航空機産業都市として発展した各務原は、航

空戦術を重視した太平洋戦争下において、当然のことながら敵国の攻撃対象となった。昭

和20年（1945）6月22・26日を中心に激しい精密爆撃を受け、各務ヶ原飛行場を中心に旧

陸軍航空廠関連施設、技能者養成所、川崎航空機工業などは壊滅した（写真16）。 

戦後には、旧飛行場内はアメリカの進駐軍が接収し、キャンプ岐阜として使用された。

GHQ（連合国総司令部）は、「兵器・航空機などの生産制限令」を交付し航空機の生産を

禁止したが、昭和25年（1950）に朝鮮戦争が始まると、米軍機を整備するために日本の航

空機技術が必要となり、また、昭和26年（1951）にサンフランシスコ講和条約が締結され

る頃には、国防のために禁止令が解除された。こうして、各務原に残った航空機技術者た

ちは、再びその設計と生産に従事し、航空機工場を再興することになった。 

一方、昭和33年（1958）には、キャンプ岐阜から進駐軍が撤収し、基地は全面返還され

 

図 11 川崎航空機工業の従業員数の推移 （昭和 14～20 年） 

 （国立国会図書館デジタルコレクションより作成） 
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た。ほぼ同時に、航空自衛隊

が発足して旧各務ヶ原飛行

場を使用することになり、今

日の航空自衛隊岐阜基地に

至っている（写真17）。既

述のとおり、戦前までは西か

ら順に飛一飛行場、補支飛行

場、飛二飛行場が並んでいた

が、戦後は飛二飛行場の土地

が払い下げられた（写真18）。

当飛行場は、埼玉県の所沢飛

行場に次ぐ国内で2番目の飛

行場であったが、所沢が飛行

場としての機能を失った現

在、面積は縮小したが最古の飛行場に位置付けられる。 

昭和30年代後半から40年代前半にかけての高度経済成長期には、当時の地場産業である

繊維業と並び、航空機産業が栄えた。さらにモーターリゼーションの進展を背景に、自動

車関連産業が加わり、輸送用機械分野の生産が飛躍的に伸びていった。 

昭和38年（1963）を迎えると、稲葉郡の那加町、蘇原町、稲羽町、鵜沼町が合併して各

務原市が誕生した。その後、平成16年（2004）に羽島郡川島町が編入合併することになる。 

 

 
写真 17 昭和 41 年頃の飛行場 （航空自衛隊岐阜基地所蔵） 

 
写真 16 精密爆撃を受けている川崎航空機工業など 

（昭和 20 年 6 月 26 日 米軍撮影） 
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昭和39年（1964）の岐阜県金属工業団地の完成以降、市内各所に工業団地が造られ、輸

送用機器の関連部品を供給する中小企業など、製造業集積が形成されていった。この段階

で、戦前を上回る規模の工業都市へ大きく成長を遂げている。 

航空機・自動車関連産業は、今後も地域経済を牽引していくと見込まれる一方で、テク

ノプラザと呼ばれる研究開発拠点における、ITやロボット技術、医療など、次世代のもの

づくりも期待されている。現在、各務原市の製造業の出荷額は県内トップで、航空機・自

動車を中心とした輸送用機械が半分以上を占めている。 

 
 

１１．まとめ 

 以上に、近代を迎えての大砲射的場・各務ヶ原飛行場の成立過程と、その後の都市形成

への流れについて、文献資料に基づいて歴史を紐解いたところ以下のことが分析できた。 

（１）各務原台地の俗称地名である「各務野」が、近代初期に「各務ヶ原」へ変化したこ

とについては、既往研究で『野』よりも日常的生活空間に近い『原』への認識に変わった

からと説明されている。この時代の具体的な変化として、幕末の旗本砲術稽古場から近代

の陸軍大砲射的場に開拓されていく史実を、文献に記された面積の変化や、環境変化を描

写した文章を引用して確認した。 

（２）各務ヶ原飛行場が開設された理由として、各務原台地の土地環境が飛行場に適して

いたことが既往研究で指摘されているが、本論文では、より大きな要因として二つの新し

い見解を示した。一つは、航空機や物資移送の拠点飛行場の一つとしての地理性、もう一

 
写真 18 現在の各務原市と旧陸軍飛行場の対比 
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つは永禄年間に織田信長によって寄進された1,300haの土地が、入会地として未開拓のまま

維持されてきたことである。 

（３）入会地は、権利を有する旧村部落が村や町という行政区に発展していく過程で、村・

町有財産となり自治体財政のために売却が促進されていったことが知られている。その過

程で、大砲射的場や飛行場をはじめ、鉄道や大学、工場建設用地として供され、入会地の

存在が各務原の近代化に大きく寄与したことを結び付けた。 

（４）各務ヶ原飛行場の開設直後、航空部隊の基地を建設していくが、しばらくは歩兵と

土地を共用しており、航空部隊の地位は認められていなかったことが文献から分かる。ま

た、先進国のフランスを受け入れる準備の顛末を見ても、飛行場開設初期にあっては航空

機に関する日本の技術力不足と、飛行場が本格的に機能していない実態を見た。 

（５）米軍側に残されていた資料のなかに、昭和9年の各務ヶ原飛行場について詳細に記

述した部分を発見し翻訳した。当時の設備や機能が詳細に把握できたと同時に、各務原台

地の土壌特性や気候などを改めて確認することができた。 

（６）飛行場開設を端緒として、鉄道、工場、インフラ整備へと連鎖して発展していく過

程を、文献資料から歴史的に整理して叙述することができた。なかでも、航空機工場の大

規模移転では、特に都市部から農村地帯への移住について文化的環境の不安と、住宅の絶

対数不足の問題が発生していたことを、当時の新聞記事や会議録から確認した。また、そ

の対応として、行政と共に企業が社宅や福利厚生施設の整備に取り組んだことが分かった。 

（７）各務原台地は、近世までの不毛の地から一転して、近代以降は飛行場を中心に航空

機産業の都市へと発展を遂げた。その背景に、各務原台地の特性が土地に求められる社会

的ニーズの変化によって、デメリットからメリットに大きく転換した歴史を確認した。 
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第 6 章 結論 

 
１．はじめに 

本論文では、地域学の手法を取り入れて、各務原台地を中心とした地域を対象に学際的
視野から土地利用の変遷を研究した。そのために、台地の成り立ちから特性を分析し、近
代までの土地利用や社会的背景と比較することによって、地域の環境特性が土地利用の変
遷に深く関わってきたことを明らかにした。 
 
２．各務原台地と鵜沼低位段丘 

各務原台地の地形的特徴について、既存のボーリングデータや古地図、市道や砂利採取
工事現場の調査など、身辺に存在する情報を整理して分析した。そして、台地の形成過程
について既往研究を検証しつつ、地形図や断面図を駆使して新しい知見を提示した。 
熱田海進における海面上昇のピークは、13ｍ前後とする研究がある。この上昇値をシミ

ュレーションすると、各務原台地は海岸線に接する木曽川の河口に位置したことが確かめ
られた。従来、各務原台地を主に構成する砂層（各務原層）は浅海性の堆積物と言われて
いたが、河口付近に発達した三角州に由来するという新見解を得た。 
各務原台地の地表面は傾斜して東高西低を成すが、この特徴は台地の原地形が木曽川の

土砂運搬・堆積作用によって形成されたことを意味し、傾斜が河川勾配を反映したもので
あるとする先学の研究を、複数の地層情報から確認した。さらに、明治期の地図を基に台
地上の谷地形を等高線から分析することで、下流へ向かって分岐した木曽川の旧流路を明
らかにし、複数の三角州や中州の痕跡を顕在化させることができた。 
各務原台地面の旧地形を示す等高線は、木曽川が渓谷地帯から解放される犬山城付近を

頂部として下流域へ扇状に展開することに注目し、対岸の犬山台地（犬山・小牧面）にも
視野を広げたところ、熱田海進期には両台地とも一体的な地形であったことを確認した。  
氷期に入ると海水面の低下が始まり、木曽川の役割は堆積から浸食に転じたことは、既

往研究でも論考されている。本論文では、各務原台地の南辺が複数の入り江状を呈するこ
とについて、台地下位から突き出した美濃帯堆積岩類の不連続な独立丘陵群が、台地部の
完全な浸食を阻止した結果であると考えた。また、木曽川の側刻・下刻作用により、各務
原台地と犬山台地が切り離されたと推定した。 
木曽川に運搬された御嶽山起源の木曽川泥流堆積物は、各務原台地の東端部に確認され

ることは知られていたが、その具体的な分布範囲を泥流層断片の分布調査や地形から明確
にした。また、泥流堆積物が成す層準が殆ど浸食されていないことに注目し、堆積年代の
頃には各務原台地の東端部崖線は、ほぼ現在の形状に安定していたことを指摘した。その
絶対年代は、泥流堆積物中に含まれた材の 14C年代測定により、約 5 万年前と推定した。 
各務原台地及び周辺のボーリングデータの収集、砂利採取工事現場と市道建設現場の土

層断面観察によって、面的な土層情報を得た。その結果、先学で論考された各務原台地の
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土層や礫層の堆積関係について検証することができた。また、台地東部の低位段丘面では
各務原層の全てと濃尾第二礫層の上部が浸食され、代わりに濃尾第一礫層が堆積した事実
を確認した。 
県境をまたいで地形を分析することにより、犬山台地下段の鳥居松面と各務原台地南部

の低位段丘面群の同時期性が指摘でき、両台地の原形であった三角州地帯を木曽川が放射
状に乱流・浸食して両岸に同じ高さの低位段丘を形成していく過程を明らかにできた。 
 
３．各務原台地における切盛土工の歴史 

各務原台地をはじめ、低位段丘面、岩盤丘陵、木曽川など、地域の特徴的な地形を活か
した土地利用形態を、集落や古墳、山城、武家屋敷等の立地から分析するとともに、それ
らの土木工法について、工程の復元や土量計算により土木工学的視点から分析した。 
各務原台地における最初の切盛土工は、縄文時代の竪穴住居の構築である。住居の掘削

土は、住居の周囲に盛られたか、あるいは屋根に被せられていた可能性を推定した。 
各務原台地の北部丘陵には、丘陵の傾斜面に竪穴住居が構築された時代がある。その場

合、高い側の切土で低い側を盛土して水平な床面を延長している。ただし、盛土部分は後
世に流出しやすく、床面の 2/3 程を欠落して発見される場合が多い。 
鎌倉時代に各務原台地北部の水田開発で富を得た荘園領主は、防御のために壕と土塁を

廻らす居館を構えた。この壕の体積と土塁の容積はほぼ等しく、壕の客土を土塁側へ盛土
して敷地を一周している。土塁構築のための土資材は、全て現場調達であると推定される。 
尾張国を一望できる各務原台地南部の丘陵には、戦国時代の山城が構えられた。伊木山

城では、山頂部の岩盤を切り崩して盛土を行い、曲輪と呼ばれる平坦面を雛壇状に構築し
ている。曲輪間には盛土の流出を防ぐために、岩盤の砕石を利用した石積を認めた。 
江戸時代の旗本陣屋では、大きな壕と土塁が造られていた。各務原台地西端の見晴らし

が良い地形に、大阪城の秀吉勢力を睨んだ陣屋が構えられたと考えられる。当時の様子を
示す絵図では、壕と土塁は敷地を取り囲む二重の帯で示されており、内側は「ドイ」、外側
は「ホリ」と注記されている。発掘調査では、深さ約 3ｍの壕を検出しており、その脇に高
さ 3ｍ前後の土塁を構築したとすれば、壕底から土塁の頂までの高さは 6ｍ前後となる。旗
本の陣屋にも、城郭並みの防御施設を備えていたことが分かる。 
坊の塚古墳は、各務原台地の東端に位置する。その威容を誇示するために、見晴らしの

良い段丘の崖上で、かつ木曽川泥流堆積物によって小高くなった箇所を選んで築造してい
ることが判明した。発掘調査では、墳丘周辺の周壕底部と外側の境界を把握しているため、
古墳の復元モデル図を作成して周壕の容積を算出することができた。また、墳丘側も同様
に体積を算出したところ、旧地表面を基準とした切土と盛り土が、ほぼ同じ容量であると
いう結果が出た。従来では、盛土が不足するために近場から搬入したとする研究があるが、
全てを現場で調達することができる事例を説明できた。 
北山 2 号墳は、市域北部の丘陵地帯に位置する。斜面上の切盛土によって墳丘を構築す
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ることで、平坦面での場合と比較して土量の移動が少なくて済むほか、背面側は低く死角
となるため景観的な配慮は不要となり工事が簡略化できるなどの合理性が認められた。ま
た、随所に完成度の妥協点や省力化が垣間見られ、古墳時代後期の古墳普及による量産化
の影響を確認できた。 
 
４．各務原台地の土地環境と開発・防災史 

土地利用の変遷について、地形と遺跡分布の関係や、時代による分布の変化を図で視覚
化し、その意味を防災や稲作農耕社会、環境資源、都市計画等に関連付けて分析した。ま
た、人が災害と対峙し防災に取り組んだ考え方を、古代の災害遺跡や近世の防災遺構の例
から指摘した。 
狩猟採集経済の時代、すなわち旧石器時代と縄文時代においては、食料となる動植物の

生息地と、飲料水や生活水に必要な水源地を近くに担保することが最優先と考えた。そし
て、それらの土地環境資源を枯渇させてしまわないよう、定期的に移動生活を繰り返して
いたことが小河川に沿う遺跡分布などから読み取れた。また、居住地を構えた土地の共通
する属性から、水害を回避していたことを指摘した。鵜沼低位段丘においては、木曽川流
路が後退し地形が安定していく過程に連動して、縄文時代の生活域が広がっていく様相か
らも、水害を大きく懸念していたことが裏付けられた。 
稲作農耕経済の時代を迎えると、各務原台地上から遺跡が姿を消すことが判明した。こ

の遺跡分布の変化は、新田を開発するために低位段丘や沖積低地、木曽川の直近へ積極的
に移住したものと理解できる。それまでの絶対的な水害回避の考え方を放棄して低地部へ
進出したことになり、富を得る反面、人が初めて災害に対峙することになったといえる。 
発掘調査の成果より、弥生時代から古墳時代の水田は、洪水による壊滅と再興を繰り返

していることが分かっている。その意味として、経験的に水害を予知し、被災を半ば前提
とした避難という防災対策を講じていたことを推測した。その代りに、想定外の大規模災
害を発生させることはなかったと考えられる。 
古墳時代になると、貧富の差、すなわち権力者の台頭が顕著になり富と権力を象徴する

古墳が各地に建造された。その数は、市域だけでも 600 基以上にのぼる。しかし、古墳の
分布は各務原台地には全く認められず、台地上に農村が成立しなかったことを明確に示し
た。逆に、台地北部の新境川流域などに古墳が増大していき、小河川流域の沖積低地で特
に水田開発が成功したことを推測した。 
各務原台地上に農村が成立しなかった理由として、水田の水源となる河川がないことや、

砂質土壌のため排水性が高すぎること、また火山灰に由来する pH4.6 という強い酸性土壌
が災いしたと分析した。 
土地環境利用のなかには、その土地に特徴的に存在する資源に基づいて、地場産業が誕

生する場合がある。各務原市域北部の山稜地帯では、8 世紀をピークとして須恵器生産が発
達した。その理由に、蘇原粘土層が蓄える豊富な粘土、窯体の築きやすい美濃帯堆積岩類
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の軟質な砂岩層、それらの起伏が成す風通しの良い条件、燃料材の自生などの土地環境資
源の利用が考えられた。 
これまで遺跡や古墳が分布しなかった各務原台地上に、美濃国各務郡衙や、複数の古代

寺院の遺跡が確認されている地域を示した。農地目的ではなく、水害の危険が少ない高台
の土地に都市計画を敷いた最初の例として指摘した。 
神社は、人々が行動する村内で五穀豊穣など祈願するために自生的に生まれたものであ

る。その御神体として、各務原市域の場合は、美濃帯堆積岩類が構成するチャート岩盤の
露頭、すなわち巨石であることが多い。一方、寺院の場合は文化と教養の象徴であり、そ
れらは政策的に配置され都市機能の一部を担った。例えば、奈良時代においては仏教を中
軸とした鎮護国家政策が進められた。 
主要街道である奈良時代の東山道と江戸時代の中山道は、各務原台地上を長軸方向へ通

過するように路線が敷かれていることが地形との関連で指摘できる。その理由は、水害の
影響で交通が滞ることを避けるためであると考えられた。また、南北方向に通っていた旧
道は、木曽川畔で渡船場にアクセスしていることが分かった。安全を確保しつつ、地形の
合理的な利用によって、あらゆるルートが確立されたことを示すことができた。 
中山道鵜沼宿内においては、これまで「鍵の手」や「枡形」などの防御機構が設けられ

ていないと言われていたが、河岸段丘の高低差を利用して同等の機能が備えられているこ
とを示した。 
近世の特殊な堤防に注目した。完全防備のためではなく、冠水を覚悟したうえで住宅域

のみを守るための築捨堤、本堤防を守るための水勢減衰工のための猿尾堤である。これら
の仕組みには、地域の土木技術の力量とも関係するが、水害を受容しながら被害を最小限
に抑えるという理論が用いられていると考えた。 
幕末に、各務原台地へ灌漑するための水路工事が計画された。大安寺洞という谷地形を

堤で閉ざして作った大安寺池は、現在でも農業用水の水源として機能しているが、台地上
への灌漑は失敗に終わっている。この工事は、農耕が始まって以来、各務原台地における
農業用水の確保が、重要かつ困難な課題であったことを示す事例として指摘した。 
 
５．各務ヶ原飛行場に始まる近代都市の成立過程 

 近代を迎え、不毛の地であった各務原台地が急速に開発されていった理由を分析した。ま
た、初期の飛行場設備や近代都市成立の過程について、新出の文献を含む歴史資料を調査・
整理して叙述した。  
各務原台地の俗称地名である「各務野」が、近代初期に「各務ヶ原」へ変化したことに

ついては、既往研究で『野』よりも日常的生活空間に近い『原』への認識に変わったから
と説明されている。この時代の具体的な変化として、幕末の旗本砲術稽古場から近代の陸
軍大砲射的場に開拓されていく史実を、文献に記された面積の変化や、分かりやすい環境
変化の記述などを取り上げて確認した。 
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各務ヶ原飛行場が開設された理由として、各務原台地の土地環境が飛行場に適していた
ことが既往研究で指摘されているが、本論文では、より大きな要因として二つの新しい見
解を示した。一つは、航空機や物資移送の拠点飛行場の一つとしての地理性、もう一つは
永禄年間に織田信長によって寄進された1,300haの土地が、入会地として未開拓のまま維持
されてきたことである。 
入会地は、権利を有する旧村部落が村や町という行政区に発展していく過程で、村・町

有財産となり自治体財政のために売却が促進されていったことが知られている。その過程
で、大砲射的場や飛行場をはじめ、鉄道や大学、工場建設用地として供され、入会地の存
在が各務原の近代化に不可欠であることを裏付けた。 
各務ヶ原飛行場の開設直後、航空部隊の基地を建設していくが、しばらくは歩兵と土地

を共用しており、航空部隊の地位は認められていなかったことが文献から判明した。また、
先進国のフランスを受け入れる準備の顛末を見ても、各務ヶ原飛行場が本格的に機能して
いない初期の実態を垣間見た。 
米軍側に残されていた資料のなかに、昭和9年の各務ヶ原飛行場について詳細に記述した

部分を発見し、ここに初めて翻訳した。当時の設備や機能が詳細に把握できたと同時に、
当時から認められていた各務原台地の土壌特性や気候などを知ることができた。 
飛行場開設を端緒として、鉄道、工場、インフラ整備へと連鎖して発展していく過程を、

文献資料から歴史的に整理することができた。なかでも、航空機工場の大規模移転で、特
に都市部から農村地帯への移住について文化環境の不安と、住宅の絶対数不足の問題が発
生したことを当時の新聞記事や会議録から確認した。また、その対応については、企業と
行政ともに社宅や福利厚生施設の充実へ取り組んだことが分かった。 
各務原台地は、近世までの不毛の地から一転して、近代以降は飛行場を中心に航空機産

業の都市へと発展を遂げた。その背景に、各務原台地の特性が社会的ニーズの変化によっ
て、デメリットからメリットに転換した歴史を確認した。 

 

以上の分析事項を総括し、各務原台地の環境特性が社会的背景の変化と共に土地利用の
変遷に深く関わり、地域固有の歴史を育み、近代都市を成立させたと結論した。 

最後に、本研究における今後の課題・展望として以下の項目を列挙する。 
・より定量的な分析手法を取り入れて根拠を客観化させる。 
・各地域の土層情報を工事現場や発掘調査現場から得て充実させる。 
・防災史に関する視点を強化して事例研究に取り組む。 
・坊の塚古墳墳丘の発掘調査の進行により土量計算の精度を増す。 
・新田開発や灌漑工事の歴史について掘り下げる。 
・今日の土地利用問題を提起し未来の在り方を考える。 
・地域学の延長として生涯学習とリンクし、地域住民の故郷意識高揚に貢献する。 
・学校教育とも連携し、地域を語り誇れる子どもを輩出する。 
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